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１．はじめに
（１）課題の設定

中国における協同組合の発展過程は，その社会主義体制の展開のもとで非

常に特殊な展開を遂げたということができよう。それは，建国後，萌芽的に

生まれた協同組合が，国家の社会主義改造の中に取り込まれ，１９５０年代末

に人民公社という形でいったん全国に普及したが，１９７０年代末には経済的

に大きく行き詰まり，その人民公社自体の解体により協同組合も解消した。

そして，約２０年の空白をおいて，２０００年代後半以降，後述するように，ふ

たたび新たな協同組合の発展が注目される状況が生まれている。この２０００

年代後半以降に生まれてきた新しい協同組合は「農民専業合作社」と呼ば

れ，現在の中国農村における経済問題に対処する一つの方途となっている。

どうして再び中国農村に協同組合が必要とされるようになったのか，また，

その現段階の特徴と役割は何なのか，これらの点を中国の協同組合の展開の
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大きな流れの中で検討する必要があるだろう。

２００７年１０月に施行された合作社法により，「農民専業合作社」は「農家

生産請負経営を基礎にして，同類の農産品生産経営者，あるいは同類の農業

生産経営サービスの提供者と利用者が自発的に連合し，民主的に運営する互

助的な経済組織である。」と定義されている。中国国家工商総局の公表して

いる統計データによると，２０１５年１０月末まで，合作社数は１４７．９万社に達

し，合作社法が施行された直後の２００７年度との比較で約５７倍増加した。合

作社に加入した農民は約７，２２１万人で，全国農民総数の約２７．８％を占めた

とされ，農民専業合作社の全国的な普及が拡大している。

農民専業合作社の重要な役割の一つとして，農地の使用権の流動化の促進

と利用の効率化があげられる。農地の使用権の流動化（譲渡）について，先

行研究では，大島（２０１１）によれば，土地問題の時期的変遷について農地法

制を基準に整理したうえで，法制によって区分された時代ごとに，農地流動

化と農地転用に関連した問題点と解決策を探っている。

この先行研究のなかで，本稿との関係で，農地の流動化，集積等に関連し

てとくに注目できるのは，２０００年代末に農民専業合作社が法改正によって

法人格を獲得し，普及が開始された２００８年前後の土地使用権の譲渡方式が，

土地賃貸契約によるものが主流であったことを指摘している点であり，これ

にたいして本稿では，現在主流となりつつある土地株式合作制度に注目して

いる点が異なる点としてあげられる。

この土地株式合作制度とは，個別農家間，または農家・合作社間の農地利

用権の直接的な譲渡ではなく，各農家の農地の持ち分面積をもとに合作社に

株式として出資する方法であり，農地利用の効率化を行いやすい特徴があ

る。１９９０年代初頭に広東省で土地株式合作制度の基本的な形が考案され，

その後，中国各地に普及していった。さらに２０００年代に入り，地方政府が

その合法性を追認する形で普及していった。現在，同制度は農地利用権の移

動のみならず，その農業的利用の効率化にも効力を発揮している。

そこで本論文では，調査対象である武漢市江夏区蓮花橋村に所在するJ農
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民専業合作社（以下，J社とする）を事例として，耕作放棄地の再利用にお

ける土地株式合作制の効果，農民専業合作社の役割，農家所得への影響につ

いて明らかにすることを目的とする。

（２）調査対象の概況

今回の調査対象である農民専業合作社は，武漢市江夏区蓮花橋村に所在す

るJ社である。蓮花橋村は，江夏区の自然生態林保護区に立地しており，全

村の土地面積は１，５００ムー（１ムーは約６．６７a）程度である。このうち自然

生態林の保護区の面積が６１２ムーであり。農地が約５００ムーとなっている。

蓮花橋村の戸籍人口は約５００人である。合作社成立以前は，１８歳から６５

歳まで労働人口は武漢市近郊という立地条件のため，ほとんど武漢市内等に

出稼ぎのため移動しており，耕作放棄地は約４５０ムーに達するなど，農業衰

退が深化していた。

蓮花橋村民委員会はこの耕作放棄地の拡大と農業衰退問題を解決するため

に，「招商引資」（＝地域外資本の誘致）による地域内就業機会の拡大と，出

稼ぎ外出者の村への帰還を計画した。しかし，現実には地域外の企業の蓮花

橋村への投資は遅々として進まなかった。この原因として，蓮花橋村は自然

生態林保護区に立地していることから耕地面積が限定されているため，大規

模な農業生産プロジェクトを実施することが難しかったことがあげられる。

さらに，蓮花橋村の土質は高くなく，栽培できる農産物の種類が限られてい

た。このため，農業専門企業は蓮花橋村への投資に慎重になったのである。

このように，蓮花橋村への農業投資の環境は厳しいものであったが，最終

的に，J社が蓮花橋村に投資を実行した。これは，耕作放棄地を減少させた

い蓮花橋村側の事情と，J社の経営問題が関係している。

この時期，J社はもともとの主要部門であった「農家楽」（農家民宿を主と

する一種の観光農業）経営が経営的に厳しい状況にあり，赤字を計上してい

た。これはこの地域にJ社以外にも多くの同業者が乱立していて，競争が激

化していたためである。そこで，J社は主要な経営部門の転換を模索してい
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た。今回の転換当時，J社の資本総額は約５００万元であった。この資本の調

達は，手許の流動資金として１５０万元，さらに「農家楽」のために投資した

施設等の売却により３５０万元を調達していた。

J社はこの資金を利用して，蓮花橋村の耕作放棄された農地にハウス等の

農業施設を建設し，農薬・化学肥料・種子等の農業資材を投資した。投資総

額は２６３万元であった。農地は，蓮花橋村の耕作放棄地を土地株式合作制に

より村から出資を受け，集中したものである。

２．土地株式合作制の合作社経営に与える効果
（１）J社の経営転換

上述のように，２０１７年に，J社と蓮花橋村は協力体制を構築した。蓮花橋

村は４５０ムーの耕作放棄地の農地利用権をJ社に譲渡した。蓮花橋村では，

これまでは他地域と同様に，一般に農地賃貸借の方式が利用されてきた。こ

の場合，武漢市の平均的な土地賃貸料は毎ムー当たり４００（元／年）であり，

もしJ社が農地賃貸契約の方式によって農地利用権をJ社に集中したのであれ

ば，この時点で，土地賃貸料だけで２０万元以上の資金が必要となることに

なる。経営状況が厳しいJ社にとって，この金額が大きな負担となることは

確実であった。

それゆえに，J社は，蓮花橋村との合意のもとに，土地株式出資による方

式により，農地集積を実施したのである。この方法は，各々の農家の土地面

積，労働力数，土質に基づいて，請負権を有する農家からJ社に農地経営権

が委託される。J社によって農地で農業経営が実施され，年末時に，上述の

条件および年度農産物の生産額に基づいて，土地株の配当とボーナスを支払

うという契約内容である。

実際には，この種の事業を実施する合作社は，湖北省においては少なくな

い。この要因としては，２０１０年以降，湖北省政府は農民の土地請負権の出

資が容易になるように誘導し，土地株式合作社を発展させたことによる。

２０１１年初めには，湖北省全省で実際に流動した農地は５００万ムーを超えた
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という。湖北省農業科学院農業技術経済研究所の調査によれば，この奨励に

より，「土地株式合作社」と契約を締結した農家は，農家の年所得が２０％増

えたという。そして，受託した経営主体にとって，１ムー当たり土地の調達

コストは１０％減少したという３）。

同時に，J社は経営戦略も大きく転換した。これまでの前述の「農家楽」

モデル中心から，「契約に基づく農林水産物生産」モデルに転換したのであ

る。ここで，この後者のモデルによる農林水産物販売は，主に武漢市洪山区

白沙洲社区（「社区」は都市地域の住民コミュニティをさす）の住民を対象

としており，この社区の住民との契約生産に基づいて，安心・安全的な野菜

等の農産物を供給するシステムに転換したのである。

（２）J社の農場経営計画

このJ社と武漢市洪山区白沙洲社区との契約栽培システムは，白沙洲社区

の約４，０００戸の希望する住民が，J社の「社区農場計画」に参加することか

らはじまった。

J社が計画した「社区農場計画」とは，一種の農地オーナー制度である。

これは，参加した住民に対して，１戸当たり５０平方メートルの農地が貸し

出され，都市住民自ら自家農園として利用することもでき，自家農園として

利用できない場合は，５０平方メートルで生産できる農産物をJ社から供給さ

れるというシステムである。当初の契約は２０１７年６月から２０１８年６月まで

の１年間であつた。このプログラムへの参加料は１年間１，５００元である。こ

れはJ社の重要な資金調達ルートとなった。

また，J社は，農場で農作業を行う職員を，農地利用権を出資した蓮花橋

村の農民から優先的に雇用することとし，さらに不足分については地域内外

の農家から雇用し調達している。武漢市の農民工の平均月賃金は，およそ

３）王家煕・大島一二（２０１７）「中国における耕作放棄地の再利用の実態に関する分
析─武漢市緑美園公司の事例分析─」『桃山学院大学経済経営論集』第５９卷第２
号 p．１６
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２，５００～２，８００元であるため，J社はこれを基準として月賃金２，５００～３，０００

元を支払っている。

J社は「社区農場計画」の実施に当たって，栽培する野菜の品種を拡大し

た。例えば，大根，ニンニク，白菜，エンドウ，胡瓜，カボチャ，茄子，枝

豆，西瓜，玉ねぎ，ピーマン，じゃがいも，サツマイモ，生姜など多岐にわ

たる。また，１２月から２月の冬季においては，栽培できる野菜の種類が減

少するため，この問題を解決するために，J社は新たな投資を行って野菜栽

培のための温室を建設した。

すでに述べたように，J社は「農家楽」経営の失敗によって経営状況が悪

化したため，この経営内容の転換にあたっての投資資金には大きな問題が生

じていた。そこで，前述したように，手許金１５０万元と，「農家楽」設備等

の固定資産の売却による３５０万元の合計５００万元を調達したが，これだけで

は不足するため，白沙洲社区の約４，０００戸から約６００万元（４，０００戸×＠

１，５００元）を調達した。これにたいして，投資総額は２６３万元（野菜種子，

土壌改良費，灌漑設備投資，野菜温室建設，広告宣伝費，従業員賃金，倉庫

建設，運輸コスト等から構成）であった。

この結果，２０１７年の年末時には，白沙洲社区の約４，０００戸の住民への農

産物供給システムが確立するとともに，農地利用権を委譲した農家にたいし

ても土地株の配当として７３万元を支払うことが可能となったのである。ま

た，２０１７年末には，J社は実質的な利潤総額２６４万元をあげることも可能と

なった。

このような，経営システムの大胆な改善の効果により，J社の収益性は劇

的に改善し，高まった。そして２０１８年４月には，新たな経営項目として家

禽養殖を加えた。同時に，２０１７年の都市住民への農産物供給が順調であっ

たことから，白沙洲社区において新たに１，０００戸の住民の「社区農場計画」

への参加を実現したのである。
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３．農家の所得への影響
２００８年前後の世界経済危機の下で，中国はその影響が比較的軽微と報道

されていたが，四川省，湖南省などでは，移動先で失業し，帰郷を余儀なく

された出稼ぎ農民が，農地を貸し出していたために事実上自らの農地の耕作

ができなくなるといった問題が発生したことがあった。これの問題は，まさ

に貸し手農民が「失地農民」（土地を失った農民）になってしまった典型的

な問題であった。農地の直接取引に基づく利用権の賃貸借においては，こう

した問題の発生が常に懸念される。それでは，土地株式合作制は農家の農地

利用と所得にたいして，どのような効果をもたらしているのであろうか。

これまで，蓮花橋村の農家の所得は，主に武漢市等へでの出稼ぎによる所

得を源泉とするものであった。今回の調査では，蓮花橋村の農家の中から，

３０戸の農家を抽出，聞き取り調査を実施した。これらの農家は，２０１６年時

点では，所得の源泉は主に武漢市での出稼ぎ所得であり，農地はその大部分

が耕作放棄されていた。しかし，２０１７年のJ社成立以降は，これらの農家は

すべて農地の利用権をJ社に委託したため，農業収入はなくなっている。そ

して，家庭労働力の中に，J社に雇用されて農場管理を行っている者がみら

れる。

図１は，２０１６年と２０１７年の調査対象３０戸の年間所得を土地株式の配当

額の多い順に，農家別に示したものである。２０１６年の平均年所得は７グ

ループ（４１，０００～４５，０００元）の範囲であった４）。この年，平均水準以下の農

家は１８戸であった。すなわち，平均水準以下の農家が全体の６０％を占めて

いたことになる。これにたいして，２０１７年時点では，３０戸の平均年所得は

９グループ（５１，０００～５５，０００元）の範囲に上昇した。１戸当たり約１万元程

度増加したことになる。平均水準以下の農家は１２戸（４０％）に減少した。

２０１６年に比べて２０％低下している。

この所得の向上の原因は，J社成立以降，農家所得の構造が変化したこと

４）調査手法の限定から，農家の所得に関係する詳細な数値は入手できなかった。そ
こで，ここでは範囲を限定したダミー数を代入している。
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による。この点についてさらに詳しく，農家所得を決定する変数に対する回

帰分析と要因分解で分析してみよう。

農家所得の関数の理論モデルについては，ハウスホールドモデルに基づい

て，完全誘導型の農家所得関数を導出した。農家所得関数の数式の基本構造

については，寳劔（２００４）に提示されたハウスホールドモデルに基づく非農

業就業選択モデルを参照した。また，孟（２０１２）の誘導型の農家所得関数の

導出モデルを参考にしている５）。

誘導型の農家所得関数モデルについては，一般に以下のように表示でき

る。

Y＝Y（K，T，E，RA，d）となる。

K：農業固定資本

T：耕地面積

E：教育水準

５）孟哲男（２０１２）「中国内陸農村における所得格差の決定要因─四川省の集計デー
タと農家個票データに基づく要因分析─」p．４６

図１ 蓮花橋村の農家の所得範囲の変化（２０１６年および２０１７年）

資料：農家調査結果から作成。
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RA：地域特性

d：家庭類型

ただし，本稿のデータは蓮花橋村の農家のみを対象としているので，地域

特性の区別は存在しない。また，蓮花橋村の農家はほぼ全戸が農地利用権を

J社に譲渡したので，農業固定資本は土地株の配当に転換している。さらに

出稼ぎ所得はほぼJ社での所得に転換している。さらに，家庭類型の中には，

労働人口の比率，男性労働人口比率，女性労働人口比率，扶養人口比率，な

どが含まれる。

ゆえに，蓮花橋村の誘導型の農家所得関数モデルは，以下のように表示で

きよう。

Y＝Y（K，T，E，W１，W２，d）となる。

K：土地株の配当

T：耕地面積

E：教育水準

d：家庭類型

W１：出稼ぎ所得

W２：J社での所得

このモデルは，蓮花橋村の誘導型の農家所得関数モデルの理論モデルであ

る。次は，蓮花橋村の農家所得に対して，重回帰分析の方式により分析す

る。

農家所得の重回帰分析を行った結果からは，有意性ある説明変数（t値の

絶対値２以上）は土地株の配当，出稼ぎ収入，J社での就業所得，消費で

あった。次は，これらの説明変数を要因分解で分析する，各々要因の寄与度

を図２に表す。

調査対象の３０戸の労働力構成は，J社の成立前後で大きく変化している。
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現在，調査対象農家ではほとんどの農家で１～２人がJ社に就職し，野菜栽培

に従事している。月間賃金は前述したように２，５００～３，０００元である。これ

にたいして，２０１７年以前は，農家の労働力は，若年層のほとんどが地域外

への出稼ぎのために外出し，６５歳以上の高齢者は，自宅の請負農地で細々

と自給野菜の栽培を行うのみであった。よって後者の部分の所得はほぼ皆無

であった。現実には請負農地のほとんどは耕作放棄された状態であったので

ある。

J社の成立はこうした状況を一変させた。農家の若年労働力は相変わらず

図２ 農家年間所得の寄与度の構成

資料：農家調査結果から作成。

Intercept 標準誤差 t Stat P-value

土地株式の配当 ３．６０６１８E－１６ ２．７７３０２E＋１５ １．６１７９E－２５３

出稼ぎ收入 ２．７７７７８E－１６ ３．６E＋１５ １．９１４３E－２５５

J社での就業による收入 ４．６９５３４E－１６ ２．１２９７７E＋１５ １．４３７１E－２５１

表１ 重回帰分析の計測結果

資料：農家調査結果から作成。
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都市での出稼ぎを継続するものの，中年から高齢者の就業に大きな変化が発

生した。これらの高齢者のほとんどはJ社に就業して，野菜栽培に従事する

こととなったのである。これらの高齢者は，とくに技術も有さず，体力の低

下もみられることから，武漢市等での出稼ぎには適合しないが，J社での農

作業であれば，これまでの生活スタイル，労働スタイルの延長で就業可能で

ある。そして，所得面から見ると，武漢市の農民工の平均月賃金が前述した

ように２，５００～２，８００元であり，これにたいしてJ社での就業も，ほぼこれに

匹敵する月賃金２，５００元程度が確保できる。つまり，J社の就業は地域の高

齢者にとって魅力の大きいものとなった。

さらに，J社は前述のように，年末に土地株の配当とボーナスを１０，０００～

１５，０００元程度を，農地利用権を委譲した農家に支払っている（配当金金額

は面積により異なる）。このため，各農家の所得にたいして土地の配当等の

影響も大きくなるのである。

つまり，J社の成立は，これまでの若年層の出稼ぎ所得に過度に依存して

いた農家所得構造から，高齢者層のJ社での賃金所得と地代収入を増加させ，

大きく変化させたのである。すなわち，土地株式合作社方式は，農地の潜在

的な経済価値を高め，農家の生産意欲を刺激して，農家所得を増加させて

いったと評価できる。

４．まとめにかえて
上述のように，本稿の事例であるJ社の事例にみるように，土地株式合作

制は，農民専業合作社の資金調達にたいして，明らかな効果をもたらしてい

る。さらに土地株式合作制は，農民の就業機会の開拓についても，大きな機

会を提供した。そして，土地株式配当は農家所得の向上に大きな役割を果た

している。

このように，事例からは土地株式合作制が一定の効果を果たしていること

がわかる。

しかし，土地株式合作制には，まだいくつか問題が残されている。すなわ
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ち，農家の就業，所得は合作社の経営状態に大きく影響される点である。農

家と合作社の関係が非常に緊密であるため，もし農地を受託した合作社の経

営が悪化したなら，土地株の配当のみならず，就業機会をも喪失する可能性

も高い６）。この点については今後さらに検討する必要があるだろう。

また，今回の調査では，地域の農業再編における合作社の役割については

十分に調査できなかった。こうした点についてさらに調査を継続していきた

い。
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Research on Role of Land Sharing Cooperatives in China
and Improvement of Agricultural Income:

Case Analysis of J Cooperative

WANG Jiaxi
OSHIMA Kazutsugu

In this paper, J company located in Lianhuaqiao village, Hubei Province,
China is taken as an example.
Land reserve cooperative cooperatives located in this area can reduce
the cost of entering a company and affect farmers’agricultural income.
In this paper, based on the survey results, we considered the contribution
of farmland to profitability and the influence of land reserve cooperatives
on land profitability.
From the examination results, good results were obtained for the
farmer’s economy, farmland income, etc., and the effect of the land reserve
cooperative was confirmed.

Keywords：Profitability，Contribution，Farmer income
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１．はじめに
経済発展に伴って，１９９０年代以降，中国における都市地域の急速な拡大

が顕著となってきた。１９９０年の中国における市街地面積は１３，１４８㎢にすぎ

なかったが，２５年後の２０１５年には，１９９０年の３倍以上の４０，９４１㎢に達し

たとされる１）。その結果，都市近郊地域の多くの農村が消滅し，多くの農民

にたいして土地・住宅を失った代償として都市戸籍が付与され，都市住民に

変更された。しかし，これらの消滅した農村の住民組織であった村民委員会

は，そのすべてが消失したわけではない。

周知のように，都市と農村の二元的社会構造を有する中国において，基層

住民組織は農村部にある村民委員会と都市部にある居民委員会に大別され

る。村民委員会・居民委員会とも，住民による自己管理，自己教育，自己奉

仕を基本とした末端の住民自治組織であると定義されており，両組織は制度

上の行政の派出機構ではないが，本稿で述べるように，行政機能の一部を執

行し，行政組織と自治組織の両者の性格を有している。しかし，相違点もあ

る。居民委員会は基本的に住民共有の財産を持たないのにたいし，村民委員

中国の都市化地域における
村民委員会の実態
江西省南昌市紅谷灘新区の事例

１）各年『中国都市統計年鑑』の建成区面積（Area of Built Districts）から算出した。

キーワード：中国，村民委員会，村財政，都市化

滕 媛 媛
大 島 一 二
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会は，元来の請負農地に起因する，多くの集団財産を所有・管理している。

新都市化地域の開発が進展した場合，新たに設置された新都市地域には，

新しい居民委員会が設立されるのが一般的である。しかし，一部の地域では，

このような新都市地域において，新たに設置された居民委員会と，過去に存

在した農村の村民委員会が依然として存在し，併存する現象が出現している。

本稿は，江西省南昌市において新たに開発された地域である紅谷灘新区に

おけるS村村民委員会を研究事例とし，現地調査を通じて都市化地域におけ

る村民委員会の実態を明らかにし，共存する村民委員会と居民委員会のそれ

ぞれの役割を明確にし，中国農村の都市への転換過程と課題を捉えることを

試みる。

２．調査対象地域の概要
（１）江西省南昌市の経済発展と市街地域の拡大

南昌市は中国中部にある江西省の省都である。江西省の政治・経済の中心

としての南昌市は二千年の歴史を有し，国家歴史文化名城に指定されてい

る。南昌市は６区（東湖区，西湖区，青山湖区，青雲譜区，湾里区，新建

区）と３県（南昌県，安義県，進賢県）からなる。その面積は７，４０２．３６㎢

で，市区面積は８２０．３６㎢である。２０１７年に南昌市の人口は５２４．６６万人，

都市戸籍人口は２８９．７８万人であり，全人口の５５．２３％を占めている。

南昌市には，南昌高新技術産業開発区，南昌経済技術開発区，小藍経済技

術開発区の３つの国家級開発区，江西桑海経済技術開発区と臨空経済区の合

計５つの開発区を有し，さらに紅谷灘新区という新市区が設置されている。

このうち紅谷灘新区は，新しい都心として２０００年に計画・設置された新市

区である。

２０００年に南昌市政府は紅谷灘新区建設を計画し，４．２８㎢の中心地区建設

方案を制定した。これより，政府ビルおよび道路などのインフラ建設が開始

された。翌年に政府ビルが建設され，市政府などの行政機関が旧市区から新

市区に移転され，新市区は本格的に稼働し始めた。
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２００２年に南昌市政府が新市区の区画を調整し，その新市区面積は５０㎢に

拡大した。そしていくつかの大学が新市区において新キャンパスの建設を開

始した。翌年に新大学キャンパスが竣工し，一部の学生が新市区に移転し

た。また，娯楽施設である秋水広場が落成し，最初の分譲住宅開発も完成し

た。２００７年に新市区の区画が再び調整され，総面積が７８㎢まで拡大され

た。そして２０１２年に紅谷灘新区は北部にある生米鎮を加え，面積は１７５㎢

に拡大した。さらに２０１５年には，省レベルの行政機関が旧市区から新市区

に移転し，新市区が南昌市の政治・経済の中心となった。

（２）新市区開発による失地農民の発生

新市区の開発によって，多くの農民は農地と農家住宅が収用され，失地農

民となった。農地と農家住宅が収用された失地農民への補償としては，大別

して農地収用の補償と農家住宅収用による補償からなる。農家住宅収用によ

る補償としては，不動産権利交換（再定住住宅）または金銭補償が提供され

る。紅谷灘新区では金銭補償の場合，取り壊された住宅の面積と構造によっ

て補償額が決められる。不動産権利交換の場合，失地農民が再定住住宅と以

前の住宅の構造の相違に伴う差額を支払えば，新市区またはその周辺で建設

された再定住住宅が支給される。

聞き取り調査によれば，紅谷灘新区の開発による失地農民のほぼ全員が，

農家住宅収用の補償として，定住住宅を選択したという。これらの再定住住

宅団地においては，新たな住民組織である居民委員会（主に新住民から構成

される）だけでなく，従前の村民委員会（後述するS村のように村の資産が

多く，同一村民が集住している場合，そのまま村民委員会を引き継ぐことも

多い）も存在することになる。

新市区には１つの鎮，１つの街道，３つの管理処（街道弁事処相当）があ

る。これらの鎮，街道，管理処は，３３個の村民委員会，６３個の社区居民委

員会，３つの管理ステーション（「管理站」）と１つの農場を管轄している。

このうち，一部の村ではまだすべての農地の収用が完了していない。
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３．調査対象村の農地収用の実態
（１）経済開発とS村の農地収用

S村は，この地域の主要河川に沿いに位置する自然村であり，１９９７年に周

囲の２つの自然村と合併してS村（行政村）となった。現在，３つの組（自

然村）を管轄している。新市区開発以前は，S村は約２，０００ムーの耕地を有

しており，村民は主に農業に従事し，１世帯当たりの農業収入は年間約１万

元であった。農閑期には多くの村民が，漁業などの副業に従事していた。

２０１７年のS村の世帯数は１，３４５戸，人口は４，０５２人であった。

S村は複数回の農地収用を経て全ての農地が収用され，村民のほとんどは

新市区で建設された再定住住宅団地に移転することとなった。S村の農地収

用にあたって，村民が受け取った補償金は１ムー当たり約１．６５万元であっ

た。この農地収用補償金の金額は，S村の農地が新市区開発初期に収用され

たため，非常に低かったとされる。その農地収用補償金の一部は村民委員会

に残され，一部は村民に支給された。農家住宅の収用補償としては，村民の

ほぼ全員が再定住住宅の支給を選択し，多くの村民には複数の住宅が支給さ

れた。これらの住宅団地の建設時期は比較的早期であったため，新市区の中

心部の条件の優れた場所に位置している。

２００３年より，村民は新市区管理委員会によって建設された２箇所の再定

住住宅団地に入居を開始し，すでに新市区で十年以上生活している。これら

の団地は，それぞれの居民委員会の管轄にある。現在，村民全員は南昌市失

地農民基本養老保険に加入し，都市戸籍を所有している。

（２）S村の財政収入

ここまで，S村は農地収用によって農地を失っても，村民委員会が継続し

ている実態を述べてきたが，それではなぜ，村民委員会は存続しているので

あろうか。それは，ここで述べるように，S村には，もともとの請負農地に

由来する一定額の資産（不動産等）が残されており，その利用等をめぐって

資金の流れが存在するためである。そこで，S村の財政状況をみてみよう。
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表１ S村の財政収入構成（実額と構成比）

資料：「S村２０１５―２０１７年会計審査報告」から作成。

S村の財政収入は，大別して，上級（郷鎮）から支出される事業経費収

入，さらに独自財源からの収入である経営収入，およびその他の収入からな

る（表１参照）。この表からは，２０１５年は前者の事業経費収入の比率が高

かったものの，２０１６年および２０１７年は前者が４割程度，後者が６割程度と

後者の経営収入の比率が高いことがわかる。

２０１５年の事業経費収入は約６５８万元で，この中で，もっとも比率が高

かったのが農家住宅の取壊し経費で５７０万元（８６．６％），その他の事業経費

収入の合計は約８８万元であった。翌２０１６年の事業経費収入は約２５３万元で

あり，この中で，もっとも比率が高かったのは取壊し経費収入の１４２万元

（５６．１％）で，その他の事業経費収入の合計は約１１１万元であった。さら

に，２０１７年の事業経費収入は約４７４万元で，この中，もっとも比率が高

かったのが計画出産経費収入の３９６万元（８３．５％），次が取壊し経費収入の

６９万元，その他の経費収入の合計は約９万元であった。

次に表２には，２０１５～２０１７年の事業経費収入の内訳を示した。この表２

によれば，事業経費収入は村の安定的な収入源とは言い難いこと状況である

ことがわかる。これはこの財源が上級郷鎮からの財政支出によるものである

ため，上級機関の政策変更等で金額が変動するためである。事業経費収入の

中で，３年とも支給された経費収入項目として，社会安定維持費収入（「綜

治信訪維穏」），文明的都市づくり経費収入（「創建文明城」），計画出産経費

収入，「党建」経費収入，衛生査定奨励金収入，取壊し経費収入があった。

しかし，比較的金額が少ない「党建」経費収入以外の各種経費収入の金額は

毎年大きく変動し，安定していない。
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この，事業経費収入にたいして，S村の経営収入（その主要部分は請負農

地の収用によって村が得た資金をもとに開始した自主事業による収入）は，

主に商業ビルと店舗の賃貸収入からなる。S村は，商業ビル１棟（６階建

て，１５，５４３㎡），店舗（面積合計約６，６００㎡，３１個人・企業に賃貸中）およ

び農産品貿易市場２箇所（１箇所は臨時市場）を所有している。S村の２０１５

年度の経営収入は約１３９万元，２０１６年度，３０５万元，２０１７年度，５７３万元で

あった。

表３はその内訳を示したものである。２０１５年に村の主任（村長）が交代

してから，S村の経営収入は大幅に増加した２）。

なお，S村のその他の収入は主に銀行利息である。

２）前任の村長は２００９年に商業ビルを１０年契約で賃貸した。しかし，賃貸条件は，
最初の１年が無償，２０１０年９月から２０１５年８月までに月１０万元，２０１５年９月

表２ S村事業経費収入の内訳（実額と構成比）

資料：「S村２０１５―２０１７年会計審査報告」から作成。

表３ S村経営収入の内訳（実額と構成比）

資料：「S村２０１５―２０１７年会計審査報告」から作成。
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以上をまとめると，S村村民委員会の財政収入の特徴として，上級行政機

関（郷鎮等）の支出による事業経費収入と，村の自主財源に基づく経営収入

から構成されていることがわかる。

このなかで，前者の事業経費収入は不安定で，上級行政機関の政策変更等

によって金額と科目が年によって大きく変動し，村の安定した財源とはいえ

ないという特徴がある。また，後者の村の経営収入は，主に請負農地に起因

する不動産賃貸収入であり，収入源は単一である。しかも，経営収入は，村の

管理者の能力などに影響をうけ，増減する可能性が高いことがあげられよう。

（３）S村の財政支出

S村の財政支出は，大別して事業支出，経営支出，その他の支出から構成

される（表４参照）。事業支出は，前述した上級の郷鎮財政から支出された

事業収入から支出したものである。この事業支出は村民委員会の業務を遂行

するための経費であると考えられる。２０１５年度では１，２９６万元で，この中，

割合が最も大きかったのは，前述の取壊し経費の４０２万元，次が村幹部給料

福利費の１２６万元であった。なお，２０１５年S村村民委員会の幹部は１１人で

あった。

２０１６年度の事業支出は約８４６万元で，この中，割合が最も大きかったの

は取壊し経費の１９９万元，次が村幹部給料福利費の１６８万元であった。

２０１７年度の事業支出は約１，０８３万元で，この中，割合が最も大きかったの

は計画出産経費の３９９万元で，次が村幹部給料福利費の１９１万元であった。

事業支出から取壊し経費と２０１７年度の計画出産支出を除いて，支出項目

を①日常運営・業務遂行経費と②村民福祉関連支出に分けてみると，それぞ

れ約半数の割合を占めていることがわかる（表５参照）。

また，経営支出は，村の自主経営のための支出であり，村が経営している

から２０２０年８月までに月１０．６万元と，この地域の相場からかなり安価であった
ため，一部の村民はこの賃貸契約に不満を述べていた。こうした不満の結
果，２０１６年は商業ビルの賃貸契約をめぐる訴訟があったため，経営支出は店舗
賃貸にかかわる経営支出が増大している。
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表４ S村の財政支出（実額と構成比）

資料：「S村２０１５―２０１７年会計審査報告」から作成。

物業会社（不動産管理会社）や管轄する組に分配する経費である。S村は

２０１５年に２箇所の再定住住宅団地のメンテンナスのため，出資して２社の

物業会社を設立した。２社の物業会社に運営経費として，毎年計４０万元を

割り当てている。

表５ S村事業支出の内訳（実額と構成比）

資料：「S村２０１５～２０１７年会計審査報告」から作成。
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表６ 一部の項目の事業収支

資料：「S村２０１５―２０１７年会計審査報告」から作成。

日常運営・業務遂行経費において，計画出産費，社会安定維費，水利およ

び「文明的都市づくり」費用は上級行政機関から支出されていたが，実際の

支出額を下回っている。表６に，これらの事業の２０１５～２０１７年の３年間の

経費，支出およびその差の合計を示すと，計画出産費用以外の事業では，３

万元から８０万元ほどの赤字が生じている。

村民福祉関連支出において，もっとも大きな支出は環境衛生であり，これ

は２つの再定住住宅団地の衛生維持費である。集合住宅の居住者は管理費

（物業費）を払い，その経費で物業管理会社を雇うことが一般的である。物

業管理会社の業務内容として，門番・警備，敷地内の掃除や環境緑化，エレ

ベータの点検，水道・ガス・電気などの設備の管理・修理などが挙げられ

る。しかし，再定住団地の場合，多くの失地農民が管理費を払う意識がな

く，一般の物業管理会社を雇えなくなってしまう。村は自ら物業管理会社を

設立し，再定住住宅団地の日常メンテナンスを維持する事例が増加している

という。S村の再定住住宅団地は２００３年に建設されたため，経年によって

団地内の設備が次第に老朽化している。老朽化した設備の交換・修理も村が

負担することになる。

次に大きい支出は党員・老人・村民福利費である。S村において，村民に

直接支給する福利費として，①党員・老人・村民福利費，②教育奨励金，③

見舞金，④生活援助がある。党員・老人・村民福利費に関して，S村では５０

歳以上の村民に対し，その年齢に応じて８００元から３，５００元の福利費を毎年

の年末に支給している３）。２０１６年のS村の５０歳以上の村民は５９４人であっ

３）５０～５９歳は１，１００元，６０～６９歳は１，８００元，７０～７９歳は２，１００元，８０～８９歳は
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た。また，教育奨励金に関しては，貧困家庭の大学生を援助する以外に，高

校と大学に進学した村民の子供に対し，それぞれ２，０００元と８，０００元を支給

する。S村の上級行政機関に聞き取りしたところ，失地農民に子供の教育を

重視させるため，村民福祉の科目に教育奨励金を設置するように指導してい

たとのことであった。新市区では，多くの村が教育奨励金を設置している。

さらにS村では貧困家庭に対し，その状況に応じて３５０～３，０００元の援助を

支給している。なお，見舞金は，村幹部が祝祭日に一部の村民を見舞いした

ときに渡した祝儀である。

南昌市政府は，２０１３年に失地農民の社会保険加入を促進させる政策を打

ち出し，すべての失地農民が社会保険に加入しなければならないと規定し

た。S村の場合，村は失地農民の医療保険費と社会保険費を負担している。

以上の調査結果をまとめると，S村の事業支出は基本的にその収入を上

回っている。つまり，上級行政機関からの業務を遂行する際は村の資産を使

用していることになる。また，２０１５年から２０１７年までの３年間において，

その収入と支出の合計の差から見ると，約１，０００万元の赤字が生じている。

こうした状況が続くと，S村の財政状況が悪化することが予測できよう。

（４）S村村民委員会の役割の変化

近年の村民委員会の主な業務は，①農地請負権配分に関する役割，②「計

画出産」政策の実施，③村民委員会の事業会計管理，④公共的生産財・生活

財の建設・維持補修，⑤村民の日常生活における揉め事への対処・仲裁の５

つにまとめられる。ただし，２０００年代に実施された「税費改革」と２００６年

の農業税関連諸税の廃止によって，村民委員会の経済力が低下した結果，財

源不足により③と④は事実上形骸化している（大島，２０１５）。

S村では，農地収用をきっかけに村の集団資産が巨額になり，村の経済力

が大幅に改善された。この過程において，①は農地収用により消失したが，

③と④の役割は復活したと考えられる。ただし，④は主に前述した再定住団

２，５００元，９０歳以上は３，５００元が支給される。
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地の管理である。また，②は依然として存在している。⑤について，聞き取

り調査によると，以前と比べ，失地農民が団地に入居してから日常生活にお

ける揉め事が大きく減少しているが，一方で，土地収用補償による紛争が増

加しているという。

S村村民員会の主な業務を整理してみると，①計画出産政策を含む上級行

政機関からの各業務の遂行・補助，②村集団資産の管理・運用，③再定住住

宅団地の管理，④村民福祉費配分，⑤社会安定維持に関する役割にまとめら

れる。

（５）居民委員会との相違

「中華人民共和国城市居民委員会組織法」によれば，居民委員会の任務は

下記のように定められている。①法律や政策を宣伝し，住民の権利と利益を

擁護し，住民が法定義務を負うように教育し，公共財産を愛護し，社会主義

精神文明を建設するためのイベントを実施すること，②公共事業を行うこ

と，③住民の揉め事の対処，④公共衛生，計画出産，セーフティーネット，

青少年教育などにおいて，人民政府や上級行政機関を補助すること，⑤行政

機関に住民の意見と要求を反映し，提言すること。要するに，その主な業務

は，住民に対するサービス機能，人口管理機能，自治機能である（陳，

２００６）。

これらの機能はS村村民委員会の業務に含まれている。ただし，人口管理

機能において大きな相違がある。村民委員会は以前から当該村に戸籍を有す

る村民で，現在の失地農民しか管理の対象とならない。これにたいし，居民

委員会の人口管理機能の対象は，その管轄地域内のすべての住民である。

また，S村村民委員会の②村集団資産の管理・運用，③再定住住宅団地の

管理，④村民福祉費配分は居民委員会にない機能である。

４．まとめにかえて
本稿は，江西省南昌市の新市区における，経済発展とS村村民委員会の変
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化の実態を，とくに農地収用に伴う変化を明らかにし，共存する村民委員会

と居民委員会の相違点を明確にした。

表３に示したように，失地後の村の収入は主にかつての請負農地の収用等

に伴って得られた資金の運用による不動産の賃貸収入からなる。その収入状

況は村の幹部の運用能力などによって大きく変化する。また，村民委員会は

上級行政機関からの業務を遂行・補助する際，資金不足等から村集団の資金

を使用してしまうことがある。これが村の財政が赤字になる原因の一つであ

る。これにたいし，居民委員会は資産を所有していないため，業務を遂行す

る際は上級から割当られる経費のみで支出している。

村民委員会と居民委員会との大きな相違として，①財産管理機能，②人口

管理機能の対象にある。これらの相違によって，村民委員会と居民委員会が

共存する場面になったと考えられる。村民委員会の所有する財産の多くは分

割しにくい固定資産であるため，その財産管理機能は今後もしばらく続くで

あろう。また，人口管理機能において，失地農民が特殊な都市住民で，その

農村生活から都市生活への移行するプロセスにおける支援は不可欠で，居民

委員会の普段の住民サービスとは大きく異なる。そのため，村民委員会と居

民委員会が共存する場面がしばらく続くと予測できる。
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The Actual Conditions of Villagers’ Committees in
Newly Developed Urban Areas in China:

A Case Study of Honggutan New District in Nanchang

TENG Yuanyuan
OSHIMA Kazutsugu

Since the rapid urban growth started in 1990’s, a large number of villages
disappeared, rural land transformed to part of urban area and the villagers
became new urban residents. However, many villagers’ committees still
remain, even there are no longer villagers.
In China, urban areas and rural areas are separated administratively, so
are the urban residents and rural residents as well as their self-
government organizations, the urban residents’ committees and the
villagers’ committees. However, in some newly developed urban areas, the
urban residents’ committees and the villagers’ committees are co-existed.
This paper aims to understand the actual conditions of the villagers’
committees that remain through the urban development. By taking S
villagers’ committee in Nanchang as a case study, the differences between
two different kinds of committees’ roles were examined, as well as the
reasons of their co-existence.
As a result, the duties of S villagers’ committee changed a lot since the
land expropriation. And it is playing an important role in the process of
villagers’ transition to urban residents. The big differences of duties that
irreplaceable between two committees are the function of managing the
communal property and the members of committee, which are the reasons
of their co-existence.
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要旨：効果的な就職支援は，進路決定をサポートすること以外にも，学生の

主体性の形成や自立的な成長などに寄与すると考えられる。そのため

には，学生にどのタイミングで何をどのように提示するのかを設計す

る必要がある。本学経済学部では，数年前から学部３年次生向けの就

職活動支援講座を開講し，一定の成果を得てきた。本稿は，学生の意

識の活性化と目標達成を目的としたこの講座についての構想と，向上

させるべき複数要素の関係性，いわゆる構造を報告し，就職支援にお

けるバイタルポイントについて議論する。具体的な講座の運営，教

材，教授方法，および結果とその考察については，稿を改めて報告する。

１．はじめに
第二次安倍政権発足以降，日本経済は好調を続け，それに伴い失業率は減

少し大学生の就職率も上昇を続けている。しかしキャリア教育の面から見れ

ば，昨今の学生の社会人力は向上したとは言い難く，ここに学生は大学時代

にしっかりとした価値観・行動力などを磨く必要がある。桃山学院大学経済

学部は，特にこの点を強化するために，２０１３年度から学生の就職活動（以

下，「就活」という）支援の独自プログラムを実施してきた。単に就職の率

と質を上げる支援に止まらず，社会人として自立すること，そしてそのため

就職活動支援講座における
構想と構造：設計のバイタルポイント

キーワード：就職活動，体質強化，変化対応，支援構造，中間段階の課題表現

辻 洋一郎

２９



図１．経済学部モチベーションアップ研修の概要

に身に着けておくべき姿勢，スキル・能力の向上が目的である。

本稿は，この「モチベーションアップ研修」の主体である３年次秋学期に

実施している週１回の講座（以下，「本講座」という）の設計の考え方，および

向上させるべき要素とそれらの構造的な関係を説明した上で，その意味と今

後の展開可能性について議論する。尚，本稿は一定条件での社会人観・学生

像をベースに授業を構想・設計・実施し，結果的に所望の成果を得ている，

という前提で進めたい１）。実際に行った本講座の運営・教材・教授方法，お

よび受講者に実施したアンケート結果に基づく効果などは稿を改めて報告す

る。

２．モチベーションアップ研修の概要と結果
モチベーションアップ研修は，図１のように２０１３年度より合宿と解禁直

前の一日研修を主としてスタートした２）。初年度は個々の学生が自主的に活

動する補完という立場で設計し，秋学期開始直後の合宿研修でモチベーショ

ンを高め，秋学期の各自の活動に弾みをつける狙いであった。しかし，活動

を学生の自主性に任せた（結果的に放任状態になった）ため，秋の初めに一

旦高まったモチベーションが持続せず，効果が限定的になった嫌いがある。

そのため，２０１４年度から秋学期に本講座を実施することとなった３）。

１）以下に記述する社会人観は筆者の前職である民間企業での勤務経験に，また学生
像は本学での授業・ゼミなどを通じた経験にそれぞれ基づく。複数の教員の意見
も踏まえ，偏りはできる限り排除したつもりであるが，立場や学生観などが異な
れば当然違和感をもたれる向きもあろうかと考えている。著しく偏っている部分
があればご指摘いただきたい。

２）大学同窓会から提供された学院開設１２５周年（大学開学５０周年）の周年事業寄
付金から，２０１３～２０１６年度の４年間に亘り資金提供を受けた。

３）本稿は本講座の紹介と考察が目的なので，合宿研修等の説明はここでは割愛する。
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表１．講座受講者の卒業時点での就職率

本講座は，２単位の正規授業「経済学特講-モチベーションアップ講座」

（秋学期週１回９０分間，全１５回）である。２０１６年度までは合宿研修等も併

せて実施していたが，費用面・効率面を勘案し，またそれまでの効果の検証

から２０１７年度からは本講座を主体とする形に落ち着いた４）。尚，２０１４年度

卒業者の就職率は，進学・結婚・留年者を除くとほぼ１００％，それ以降の

データについては表１を参照願いたい。いずれも全学平均・経済学部数値を

大きく上回っている。また，毎年選考解禁から３ヶ月後の９月までに少なく

とも半数以上の受講者が内々定を得て就活を終了している。このことは就職

の率だけでなく，質的にも一定水準を確保できていることを示している５）。

３．講座の設計と構造
（１）講座のベースと企画の動機

本講座は，筆者が３・４年次生に実施している専門演習（いわゆるゼミ

ナール）に併せて行っている就活支援の補習（週１回）が基になっている。

十数年の経験から，現時点で企業が求める能力・スキルのレベルに応じて，

どの学生にはどのような支援をすれば希望の進路を叶えられるのか，どのよ

うな要素が学生を成長させるのかについてささやかな手応えを持つに至って

４）併せて説明会解禁前に任意参加の個別相談会を，春休み中２週間に１度程度行
い，毎回数名～十数名が参加した。

５）たとえば，２０１７年度受講者には，２０１８年９月中旬にアンケートを実施したが，
受講者中５６％が回答し，少なくとも回答者は全員その時点で内々定を獲得して
いた。また別稿で示すように，終了後に受講者向けに行ったアンケートも，就活
を進める上で効果的であった旨の評価を得ている。
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いる。そして，進路実現と成長が必ずしも相矛盾するものではないとの感触

を得ている。ゼミは少人数であるため，大人数でも同様の効果があるのかを

確認する意味も含めて本研修を企画したのである。

（２）講座の前提となる３つの要素

具体的な説明に入る前に，設計の前提となる３つの要素を説明する。ひと

つは「学生の実像」をベースにすること，次に目指すべき「ゴール（目的）」

をどこに置くか，そして最後は学生に求める具体的な「行動目標」である。

（ i ）学生の実像

前提となる本学の平均的な学生像を図２に示す６）。大学によって平均的な

学生像は異なると思われるが，本学の場合，一言でいえば「これまで周囲が

引いてくれたレールに沿って，自分の頭で考える習慣がなく過ごしてきた。

同級生との平等意識が強く，先んじたいとは思わないが，人後には落ちたく

はない。傷つくことを極力嫌うためチャレンジせず，成功体験に乏しい。飽

きやすく，忍耐力に欠ける」というものである。それまでの人生で劣等感を

貯め込んでいる，もしくは自尊感情が低い学生も散見される７）。支援する側

としてはこれらの点を考慮して意欲を喚起するところから考えねばならない

のである８）。これはゼミ生でも一般学生でも変わらない。とはいえ，自発性・

能動性を持っていないのかといえば，そうではないと筆者は考えている。し

かるべききっかけや仕掛けがあれば主体的に考え行動し始める潜在性を保有

している，という前提でゼミの補習や本講座を設計している。

さて，学生の実像と社会人との差異に視点を移すとき，真っ先に気づくの

は本学学生の「対人技能」・「俊敏性」，いわゆるバイタリティの低さである。

６）飽くまで筆者の主観であり出発点としての前提であるが，本講座の受講でこうし
た傾向が改善されたり，成長することが別稿（辻・藤間，２０１９）で確認されてい
る。

７）たとえば，坂口（２０１８）を参照のこと。
８）もちろん，後述する必要な要素をすでに備えた，いわゆるウォーミングアップが
済んだ学生も少数ながら存在する。
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図２．講座設計の前提とした本学学生の平均的イメージ

たとえば本学学生の多くは，対人的に快活な学生が少ない９）。人の話をうな

づいて１０）聞けず，しっかりとした発声が出来ない。そして行動は俊敏さを欠

く。就活に限らず社会で生きるためには重要なことであるが，実際に学外の

就活セミナーなどではノウハウの教授が中心で，こうした対人技能や俊敏性

の向上に焦点を当てることは少ないようである。本講座はこうしたことを含

む「学生の実像」を踏まえて設計を行っている。

（ ii ）ゴール（目的）

学生が目指す就活のゴールは，当然，志望企業からの内定獲得である。そ

してそのために（後述するような）ノウハウを習得し面接や履歴書作成など

の対策を行うわけである。しかし，多くの学生はこうした対策の完成度を上

げることにのみ視点が向けられ，それが目的化しているように思われる。採

用側の意図を正確に把握していないのである。

多くの企業の採用選考は，「社会人として自立しているかどうか」「その企

業で活躍できるか」「精神的に安定しているか」ということがポイントであ

９）友人同士や気心が知れた親しい仲間には普通に接しても，社会人や見知らぬ人に
対しては，距離を置いたり防衛的な態度をとる傾向にある，ということである。
「自分は人見知りだ」と言う学生が多いことと通じる。

１０）頷きには「うなづき」「うなずき」と両方の表現があるが本稿では「うなづき」
で統一することにしたい。
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る１１）（松下，２０１２）。言い換えれば，学生にとっては，行うべき対策が，そ

の先にある「社会で活躍できるレベルであること」１２），そして「それを示

し」，「相手を納得させること」１３）であると意識することが重要なのである。

たとえば面接を突破するためのノウハウは，社会人に求められる能力として

は部分的なものに過ぎない。目の前の面接さえ突破できればよいのでそのた

めの最低限のノウハウを，という学生が多いが，就活で採用側が問うものと

ずれているのである。本講座では，ゴールを「社会で活躍できるレベル」に

到達することとして設計しているが，迂遠であってもその方が却って短期的

にも効果的と筆者は考えている。

尚，ゴールを「社会で活躍できるレベル」であることとしたが，要求され

るものは企業規模，職種や職位，さらに年齢や経験によって様々に異なる。

以下では，「新入社員として，職場の期待に応え，成長する可能性を示し得

る」レベルをゴールと仮定して進めたい１４）。

さて，ゴールは学生のレベルや志望する企業によっても異なる。企業の規

模，信用度，知名度は千差万別であり，志望者が集中し難関といわれる有名

大手企業から，早期離職者が多く常に補充に迫られているところまで多様で

ある。大手企業を志望する場合は，必然的に難度が高い戦いになる。平均的

な企業の場合であっても不確実性に対応する必要があり，視野の狭い学生が

１１）これは実際に社会で働く側から見れば納得のいく基準であると思慮する。学生
は，「（最低限）何をどの程度やれば通り（内定をもらえ）ますか」と最低ライン
を細かく値切る質問をよく行うが，そもそも発想が異なるのである。

１２）基本的には，大学の就活担当者が考えるゴールも，単に内定獲得だけではなく
「社会で活躍できるレベルになること」にあろう。内定はもらえたが，社会人と
して不十分である学生を世に送り出すのは，大学としては品質管理ができていな
いということになる。しかし，場合によっては指導側も学生と同じく，就活の
ゴールは内定獲得，と思い込んでいることも考えられる。深く顧みられないこと
が多いが，採用側からみると前者の考え方が最も自然であろう。

１３）社会人からみると当然のことであるが，面接は持てる能力を表現し，相手（企
業）の納得を引き出すところまで詰め切ってはじめて主張したといえる。「言葉
で適当に話せば何とかなるだろう」という程度の学生は，その意識を変えるとこ
ろから始まるのである。

１４）筆者のゼミでは卒業時のゴールのひとつは「筆者の所属していた事業部の新人と
して使える人材になっていること」であり，それを念頭に補習を行っている。
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考えるような，「正解」の面接対策や履歴書を作っておけばすべてに通じる

（丸岡，２０１６），との画一的・短絡的な考えでは競争に勝てない場合が多い。

その意味で学生は，早期に正解探しから脱却し，ゴールの次元を高くおき，

そのための「行動目標」を設定することが重要なのである。

ところでこのようなゴールは，学生にとっては具体的に何をすれば良いの

かが見えてこないかもしれない。実際に取り組んでみると判る通り，社会で

活躍できるレベルという概念が抽象的過ぎるのである。たとえば，社会人力

の代表的なものに「社会人基礎力」（経済産業省，２００６）がある。これは，

「前に踏み出す力」・「考え抜く力」・「チームで働く力」の３つの能力から構

成されており，それぞれ４つの要素，たとえば「主体性」「働きかけ力」「実行

力」など１２項目から構成されている。これらの必要性は一見納得し易いや

すいが，実際に学生が取り組もうとすると，何をどのように，どこまでやら

なければならないかがイメージできず，具体的な行動に結びつきにくい嫌い

がある１５）。社会人力をつけようと意識する方向性は正しいのであるが，それ

では却って具体的な実践に結びつきにくいというジレンマがあるのである。

（iii）行動目標：その複雑さと難しさ

最後は具体的な「行動目標」である。学生が就活で要求される具体的なタ

スクは多岐に亘る。面接・GD・筆記試験などの選考系，履歴書・エント

リーシート（ES）・webオープンESなどの書類系，インターンシップ・OB／

OG訪問・企業説明会などのイベント系など，学生の目の前には行うべきタ

スクが目白押しである。これらの対策が難しいのは，いくつかの理由があ

る。

まず，対策には画一的な「正解」はなく，ノウハウだけでは対応できない

ことを理解していない学生が多い（丸岡，２０１６）。それまでの学校教育のせ

いか，多くの学生は課題には正解があると思い込みがちで，即物的にノウハ

１５）たとえば，教育の現場でもさまざまな試行錯誤が続いている（たとえば斎藤，
２０１２；松本他，２０１７；大西，２０１８など）。
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ウを求めようとする傾向にある。しかし，就活での対応は人によって異なる

し，たとえば面接では相手がいて，受け答えには相手への関心に応えるダイ

ナミックな対応が必要となる。自分独自のスタイルや対策が求められるので

ある。

また学生は就活過程で多かれ少なかれ成長するが，その変化を織り込んだ

柔軟な対応が必要になる。変化に伴い，自己分析もやり直しが必要である

し，履歴書も更新しなくてはならないが，いつまでも同じものを使いまわ

し，それが選考でちぐはぐさを生み出し，躓きになる学生も多い。再発見し

た知見を盛り込むだけではなく，それを自分がどのように捉えるかという意

味で，自分との向き合い方や変化対応が必要になるのである。

さらに要求されるタスクは，一見簡単そうに見えて複雑であることも対応

の難しさの一因である。各タスクはいくつもの能力・スキルを前提とし，か

つそれらが複雑に絡まっている。そのため基礎的な能力が十分ではない学生

は一定のレベルに到達するのに時間がかかる点にある。たとえば企業に提出

する履歴書の完成やESの対策は，まず前提として自分のことを十分に理解・

把握しておく（いわゆる自己分析をしておく）必要がある。その上である程

度の文章力や構成力を用い，自分経験の中から適切に話題を選び，相手が納

得するようにそれを展開する必要がある。企業によっては同じ課題でも字数

が異なったり，形式が文章ではなく白紙に自由に書くよう求められることも

あり（最近は２分程度の動画を求められることも多い）こうした要求に柔軟

に対応する力も求められる。これは学生にとっては煩雑かつ高度な作業なの

である。さらに面接対策などは傾聴力・対応力などが加味されて，別の意味

での難度が上がる。一見ノウハウを修得すれば可能なように思われがちであ

るが，背景に柔軟性，忍耐力や意志の強さなども求められているのである。

こうした複雑な事情に加えて，学生側の事情もある。まず学生は，アルバ

イトやプライベートを優先するので，十分に就活対策の時間がとれない（と

らない）実情がある。そもそも意欲的に就活に挑戦しようというよりは，逃

げ腰の学生が多いのが実態である。学生の抱く本音は，「面倒はできるだけ
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先送りしたいし，可能なら避けたいのが就活」なのである。また学生ごとの

性格や，それまでの処理能力などのレベルにより対策も異なる。セミナーな

どで画一的な内容を教授するだけでは効果が少なく，個別に自分は何を，い

つ，どれから，どの程度やればよいのか，を見極める方向に導く必要がある

のである。面接や履歴書などは一見シンプルに見えて，複雑で難度の高い作

業だけに，知識もノウハウはもちろん，意識，姿勢，処理能力などが不十分

な学生は，実際に取り組んで初めてレベルの彼我に困惑するのである。さら

に以上の準備は，結果がでるまでに時間がかかり忍耐を要する。学生にとっ

ては長期にモチベーションを維持することになり，精神的にも負担が大きい

のである。

このように実際に学生が就活に取り組むタスクは，一見シンプルに見える

が表には現れない難しさがある。単純に時間をかけ努力すれば達成できると

いうものではなく，忍耐力や柔軟性が必要であるし，そのために意志力も問

われる。モチベーションを維持しながらひとつひとつクリアしていくのは

（特に図１のような本学の）学生にとっては大変なのである。

先に社会人力を目標にすることが抽象的であり実践的な行動に結びつきに

くいことを説明したが，逆に具体的なタスクにもこのような難しさがあるの

である。このジレンマの解消は興味深く，かつ重要な問題であるが，その可

能性のひとつについては後述の考察で議論する。

以上，本講座の３つの前提について説明してきた。それでは，具体的に本

講座ではどのような要素や能力を向上させればよいのだろうか。以下では，

学生を参与観察した知見やゼミの補習などで試行錯誤して得た経験を基に，

成長に必要な要素・能力について説明する。

（３）変化対応：自他への理解とリスク意識

企業の期待は，採用した人物が順調に成長し，企業の一翼を担うことであ

ろう。先に「新入社員として職場の期待に応え，成長する可能性を示し得
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る」レベルを学生のゴールとしたが，それではそうした人物は，入社時にど

のような志向や意識を持っているのであろうか。

過去のゼミ生には，早ければ入社１０年を経ずして一部上場企業の課長職

に就任するものも少なくない。また大きな仕事を与えられ，それをやり切っ

て信頼され社内で地歩を固めている者も多い。性別を問わず入社時から周囲

と協調し，よき上司・先輩に鍛えられチャンスを与えられ活躍するのであ

る。そうしたゼミOB・OGが学生時代，ゼミで成長しどのような意識やレベ

ルに到達したかを振り返ると，２つの要因が浮かび上がる。ひとつは「自

己・他者への理解」の深さであり，もうひとつは自分を取り巻く「外部環境

への意識」の高さである。

「自己」の理解と「他者」への理解については，意識の方向は異なるが対

象に興味を持つという点では同じである。成長したゼミ生は，おしなべて自

分への理解が深い。日々変化する気持ちに敏感で，自分の無意識の行動に

「なぜこう感じるのか」「なぜこのように発言・行動したのか」を考える。

「なぜ？」「どうして？」と内省する傾向が見てとれるのである。それは現状

に留まることなく，自分の価値観・人生観をさらに探求することにつながる

と考えられる。普通，内省は苦痛を伴うが，成長する学生にとっては就活を

通じて，逆に新たな自分を発見することを楽しむようすら見えるのである。

等身大の自分を知ることはすべての基本であり，これは主体的な行動の起

点でもある。自分の実像を直視すると社会人としての最低限のスキルや能力

が足りていないことに気づく。すると自ずとそれを補完しなければという意

識が生まれ，自律的な行動に結びつくのである。また，自分の周囲やこれか

ら起こる環境を認識することは，自己直視（巖ほか，２０１４）と相互に良循環

を生み出し，将来の不確実性に自覚的になる。

また，自分を見つめようとするまなざしは，自然と周囲や他者にも向けら

れる。人に興味をもち，相手の意図を理解しようとする姿勢は，相手の共感

を生み出し，或いは先を予見して後に述べるリスク回避の行動へもつなが

る。結果的に学生の社会観・仕事観の醸成に結びつくのである。人や人を取
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り巻く環境は日々変化する。ステレオタイプに安住せず，日々自己や他者の

見方をアップデートしようとする姿勢は，卒業後に会うたびに筆者が感じる

点である。これらは，先に挙げた具体的タスクの向上とも関係しており，ひ

いては抽象的な要素とも結びついている。

他者への意識の延長上に，自分を取り巻く外部環境への感性（感受性），

ひいてはリスク意識がある。これが高いのも彼ら／彼女らの特徴である。「こ

れではマズイのでは？」「おかしいのでは？」などのリスク意識をもちなが

ら（リスク・センシング），状況を観察（モニタリング）する力の萌芽が，

遅くとも卒業時には芽生えるのである。もちろん，感度はまだまだ低いので

あるが，萌芽があれば入社後に成長させることができるし，リスクに気付け

ば自ずとそれを回避するなど，制御（リスク・マネジメント）するようになる１６）。

これらの「自己・他者への認識」と「外部環境への意識」は，状況の変化

／不確実性への対応に直結する。もちろん，すべての状況の変化に対応する

ことは不可能であるが，その不確実性を低減させて，よりリスクを少なくす

るように行動することは可能である。少なくともこの２つは「変化対応」力

をつける要素と考えられるのである。

尚，これら２つの要素を向上させる契機となり，準備の意味をもつのが本

講座やゼミであるが，それだけでは不十分である。準備したことを基盤にし

て，インターンシップや就活でのGDや面接といった実践でそれを磨くこと

が成長に必須と考えられる。

（４）変化対応のベースになる「体質」１７）強化

では，変化対応を構成する自他の理解と外部環境への意識を醸成するため

には，どのような準備をすればよいのだろうか。ゼミの補習では，さまざま

１６）このことは，学生の幼少期からの環境にも依存するかもしれない。少数である
が，実家が商店や農家で幼い時から親の手伝いをしてきた者や，また，子供にし
ては過酷な環境を経験したが，幸い素直に育った者は，ゼミ開始当初からこれら
の感度が非常に高かった。

１７）就活を円滑に進めるためには行動の俊敏さなどのフィジカル的要素だけでは不足

就職活動支援講座における構想と構造：設計のバイタルポイント ３９



なレベルの方法を試行錯誤したが，最終的に落ち着いたのが学生の「体質」

を強化することである。

体質強化は「スキル要素」，「能力要素」および「フィジカル要素」の３つ

で構成されている。以下に説明するように，スキル要素は，体質強化の方法

論である。能力要素は備えておくべき姿勢の部分，フィジカル要素は文字通

り体力的な部分である。これらが揃って初めて相乗的に効果を発揮すると考

えている。以下に３つの要素を説明する。

（ i ）スキル要素

スキル要素は，「模倣力」と「言語化力」で構成される。模倣力，すなわ

ち手本や見本をまねることは簡単そうにみえて，学生には手強い課題であ

る。最初は，手本を示し同じようにまねさせてもできないことが多い。本講

座では，たとえば履歴書やESはもちろん，GDでは先輩チュータによる実

演，面接での受け答えに至るまで出来得る限り手本を示し，とにかくまねて

実践するように指導している。しかし，２つの意味で学生は模倣に困難を感

じるようである。

まず，学生には模倣すること自体に心理的な抵抗感があるようである。ま

た，オリジナルでなければいけないと独自性にこだわる学生が多い。特に履

歴書などは，内容・形式ともに自分らしい特徴，他者との差別化が必要と思

い込む傾向がある。そしてそれに相応しいネタが見つからず，しかも書く力

がないために苦悩する。自己分析が不十分で乏しい国語力にもかかわらず，

ゼロからすべて自分のオリジナルにこだわって文章を作ろうとするのであ

る。一般的に合格レベルの自己PR文を集めたとすると，中身の具体例は別

にして，主張するキーポイントはさほど多くはなく，いくつかのパターンに

大別される。また，形式はある程度決まった構造があり，それに従わないと

で，ものの見方，意識や姿勢などが，習慣やクセなどのように身体化されること
が重要と考えられる。一時的に向上してもその後落ちるかもしれない体力だけを
指すのではなく，一旦身につくと，その後はある程度継続して維持される要素も
含め，本稿では「体質」と呼ぶことにしたい。
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相手に伝わらない部分がある。自分のこだわりは一旦おき，まずは先輩の自

己PRを模倣し形式に習熟するように指導するが，毎年それを理解させて浸

透するまでかなりの時間を要している。

次に模倣しようとしてもまね方が甘く，不十分である学生も多い。模倣す

るには，対象をしっかりとらえ，さらに何のために行うかを自覚しなければ

ならない。これには，後述する能力要素の「認識能力」と「意識」の問題が

かかわりあっていると考えている１８）。

良い手本を（意識的にも，ノウハウ的にも）模倣できるようになった学生

は，その後の成長が速い。たとえば，アルバイトなどでもデキル同僚・先輩

を観察してノウハウを吸収する，説明会に行けば他の参加者が発する良い質

問をメモして後日別の説明会で使う，志望理由も企業のホームページの先輩

社員の紹介欄を多数縦覧して活用するなど，生活や就活のあらゆるシーンで

役立つと思ったものを受容する姿勢になるのである。そしてそれを咀嚼し自

分のものとすることで，単なる模倣ではなく自分の独自色を出すようにな

る。古来より芸道の上達には「守・破・離」というステップを踏むという

が，真似る＝「守」を実践できることは，就活においても上達の近道かもし

れない１９）。

言語化力とは，言い換えればアウトプット力と呼び変えてもよいかもしれ

ない。ここでは，言語化について２つの面から説明したい。まず，学生自身

が見ているもの，聞いたことを口に出し言葉にする「発話能力」である。た

とえば，春早々のゼミ補習では，大学の広場に集合させ，アナウンサーにな

り切って大学の様子を実況中継させるワークを行っている。初回は筆者が見

１８）認識能力・意識が高くなるにつれて，模倣力も向上するのは毎年のことである。
ただし，その他の要素も含めて複合的にトレーニングしているため，厳密な因果
関係は不明である。また，模倣力が向上するから，認識能力・意識も高まるとも
言え，相互関係が示唆されるのである。

１９）もちろん，まねることは単に最初の一歩に過ぎない。その後に自分らしさ，独自
性を発揮する段階に入る。ただ模倣力がつくと，単純にまねていても，どこかに
その学生らしい独自性が出てくることが多く，独自性を発揮することを強調する
必要は実際にはないようである。逆に一旦は独自性を封じて，早く形式に習熟す
るほうが成長は速いかもしれない。
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本を示しても，まともに発話できる者すら少ない。また２０秒ほどの短い話

をした後に，内容を言わせるワークも同じである。上がってしまってできな

い，という言い訳を排除するため，２回目以降も同じようにやるが，なかな

か上達しない。何度もさせられる，逃げられないと解って初めて腹をくくっ

て取り組む者が出てくることから，やはり逃げの意識と「対象を捉える」必

要性への意識がポイントと思われる。また，上達に時間がかかるのは，見

た，聴いた対象を「構造」として把握する能力が欠けているからかもしれな

い。見たこと，聴いたことを筋道立てて口にできるようになると，これも飛

躍的に理解能力が高まるようである。

次は，「短く言い切ること」である。これも一般的に思われるほど簡単で

はない。背後にその必要性の認識，短く言い切る能力と事前の準備があって

はじめて可能になるのである。たとえば面接者の質問に対して納得させる回

答は，まず的確・簡潔である必要がある。冗長な話は，まずそれだけで相手

が関心を失い，聴いてもらえない恐れがある。短い回答で相手が不満げな

ら，それを察して説明を追加すればよい。最初の短い回答を受けて，さらに

追加で理由や具体例を話せば，面接者の納得は深くなるのである。一般的

に，学生に質問すると，質問の意図を正確に捉えられていないとか，的外れ

である以前に，話が長くなる傾向にある。物事を深く考えていない，自分が

何を言うべきかを認識していないと，勢い冗長になるのである。

さて，短く言い切る重要性を把握したとしても，それを面接などで実行す

るのは学生にとっては難題である。短く言い切るためには，核になる論点を

明確にしておかなくてはならないが，これは論理力が問われるからである。

自分が判っていないことを相手に理解してもらうことはできない。自分の行

動の基軸やその動機，および過去の具体例を論理的に整理し，明確にしてお

く必要がある。いわば自分を構造的に理解・把握しておくことが求められる

のである。さらに，その上で，伝えたいことの優先順位を考えておかない

と，急に質問された際に短く回答することは難しいのである。

自分の過去を掘り返すことで自分を理解し把握することは，自らを曝けだ
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す作業であり，（大部分の）学生にとっては自虐的な行為とも映り，苦痛を

伴う。しかし，これを十分に把握しておくかどうかは，自分を主張し，相手

に受け入れてもらうためには必須のポイントである。また論理的に自分の主

張を構造化し，優先順位を考えることもそれまでに要求されてこなかった考

え方・思考形式であり修得するまでに時間を要する。本講座では，さまざま

なワークや教材を通じて繰り返してこの作業を行っているが，以上のスキル

要素の２つは，以下の能力要素とも深く，密接にかかわりあっている。

（ ii ）能力要素

もともと生得的に備わっているが，未熟，或いはトレーニングされていな

いためにレベルが十分ではない能力に「認識能力」と「意識」がある。新た

に修得する以前に備わっているという意味で，前述のスキル要素とは区別し

ている。後述のフィジカル要素の「俊敏性」のところで関心・注意力の欠如

に触れるが，これも「認識能力」の欠如に関係しているかもしれない。

ここでいう認識能力は，周辺情報に敏感になり構造的に把握する力と言い

換えることができる。そのためには「視力」が必要になる。もちろん医学的

な視力ではない。これは，視野角・解像度・焦点化の３つに区分される。視

野角は，視界の広さ・狭さという範囲の幅と，それを柔軟に切り替える調整

力を含んでいる。解像度は，見えるものの精粗であり，関心や目的に沿って

焦点深度を変えることを含め，それらにピントを合せられるかという焦点化

の能力も重要な技能である。

具体的に，認識能力を向上させるために，本講座では先に触れた「アナウ

ンサーになって実況中継」や「友人の道案内をする」というワークを組み込

んでいる。前者は，大学の広場で，放送局のアナウンサーになり切って実況

中継するワークである。日時・天候・場所・観察したことを言葉にするだけ

のごく単純なワークであるが，これが案外難しい。いきなりやらせる場合は

もちろん，アナウンスする項目を教え，見本を見せた後でもできるものは少

ないのが実情である。他人の前で発話する恥ずかしさのほか，情報の収集・
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把握力が弱いのである。

また後者は，最寄り駅のプラットフォームに降り立った友人をスマート

フォンで大学まで誘導するという課題である。学生が毎日通っている，慣れ

親しんだコースにもかかわらず，すんなり言える者は皆無である。目印にな

るランドマークを示し，まっすぐとか右へとか方向を示す単純な課題であ

る。しかし，教室で道順に沿ったスライドを映しながらでも発話には困難が

伴う。これは意識して対象（外部）を把握する習慣がないことが一因であろ

う。これらのワークを何回か繰り返すうちに多くの学生は，対象を把握しな

めらかに話すことができるようになるが，そればかりではなく，たとえばゼ

ミでは課題や議論でも徐々に焦点があった対応ができるようになる。一旦視

力がよくなった学生たちの目は，今まで見過してきた周囲に向けられ，その

意味や位置づけを自分の頭で考え始めるようになるようである。

以上，自分以外の外部環境に対する学生の認識能力の欠如を説明したが，

さらに深刻なことが（同様の欠如のために）これまで自分自身（内部）を理

解することに無関心であった点である。個人が意思決定をするためには，自

己の基軸がその判断基準になる。自分の価値観，人生観，世界観などを自覚

していないと満足な意思決定につながらないと考えられる。これは人生を生

きる上でも避けて通れない問題であり，組織で仕事をする際にも，また個人

で活動する際にも大なり小なりそれらの有無により影響が生じる。こと就活

においては，あらゆる場面で価値観に基づいて主張すること，自分がこの進

路・業界・企業に進む（志望）理由など，自己の基軸を問われる場面が多

い。価値観や自己の基軸がブレていると，例えば多角的に質問が発せられる

面接等でまともな受け答えをすることは到底望めない。主体的に外部環境を

認識すること以上に，内部の自己を「視る」ことが学生に求められるのが就

活なのであり，その点で就活によって自分の価値観を深く認識する契機とな

り，自己を確立することにつながると考えられる。

認識能力は，また「意識」と強く関係している。意識は，自分の「視座」

と言い換えてもよいかもしれない。自分の立ち位置・基軸を明確に理解する
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ことである。自己の意識は，同時に対象の意味や意図，関係性を認識するこ

とに通じる。たとえば，面接の際は，自分が採用してもらう側という立ち位

置の理解，相手はどのような意図でどのような人材を求めているのかという

予測，その質問はどのような意図を持っているのか，自分は相手とどのよう

な関係性を保ちたいのかということを認識しておくことによって，質問への

回答や態度が異なってくる。学生は押しなべて，自己・他者への意識，言い

換えれば注意のベクトルが方向・深さともに弱い。つまり注意力欠如のため

に，自分の（内部の）理解，と他者（外部）の理解への無関心につながって

いるのである。体質強化における意識は，そうした基本的な姿勢を養う部分

である。自分の価値観・世界観・人生観などが十分でないと，社会へ出てか

ら仕事をする際にも，また個人の生活面でも満足な意思決定につながらな

い。大袈裟に言うなら，これを修得できるかどうかが人生を左右することに

なるのである。

変化対応部分の自他の理解は，この意識が確立した後に，変化する自己と

環境に対応するという点で異なる。前述したように，学生は就活中に様々な

経験を通じて成長し，価値観や判断軸が変化する。都度その変化に応じて

ESや履歴書の文章表現，面接等での内容・表現を変えていく必要がある。

また，たとえば今日の面接で発せられる質問は，内容的には昨日の質問と同

じでも，企業により，また面接者により，もっと言えば直前の質問の文脈で

対応が異なるのである。企業の面接者の関心は，学生の（部活動での全国大

会優勝とか，難しい資格を取得したという）特殊性よりも，その学生の人生

観や価値観の深さにあると思われる。そして，どれだけ周囲や相手を意識し

関心をもつか，という点が社会で信頼され，組織として活躍できる人材像と

関係するのである。

（iii）フィジカル要素

先に述べたように，筆者が本学着任以来感じているのは学生のバイタリ

ティの低さである。ここでは「４つの対人技能２０）」と「俊敏性」の２つに区
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別して説明する。

４つの対人技能は「笑顔・うなづき・発声・礼儀」で構成される。この４

項目は，社会生活上，欠くことができないコミュニケーションの手段であ

る。基本的に誰にでも可能であるし，アルバイト等でも日頃から必要なはず

である。学生たちも最初は，「当たり前のことを，何をいまさら」「幼稚なこ

とをやらされている」と心の中で馬鹿にしがちである。しかし，実際には社

会人の水準に達しているものは少数である。

笑顔は，相手に敵ではないという意志表示であり，うなづきは，相手の言

葉を受容しているという，どちらも相手に対するシグナルである。また時と

場合によって発声を使い分けることは，相手の自分に対する信頼感の醸成に

つながる。礼儀についても，幼い時から注意されている割には，何が礼儀正

しさか基準を持っている学生は少ない。実際に，笑顔，うなづき，発声の

ワークを実施すると，顔がひきつる，首が痛い，喉が嗄れると訴えるものも

多い。礼儀正しさを含め，これらの要素は良好なコミュニケーションのため

に必須であるにも関わらず，自分ができないという意識すら持ち合わせてい

ない，というのが学生の実像なのである。講座では，この技能の必要性を一

流ホテルのコンシェルジュが知的に見え，信頼される理由を説明しなが

ら２１），トレーニングを行っている。

俊敏性は，要するにフットワークの軽さであるが，平均的なビジネスパー

ソンと比較して就活前の多くの学生のそれは著しく劣っているように思われ

る。まず反応が緩慢で，応答もあいまいなことが多い。その後に続く動作や

発話が機敏ではなく，実務を行う上でビジネスパーソンから不安感を抱かれ

る懸念があるように思われる。相手に対する関心・注意力の欠如，予測力・

思考力の問題も原因と考えられるが，少なくとも反応できないことは根本的

２０）ここでの対象を技能と呼ぶことには，大袈裟との批判もあると考えるが，実際に
は，ビジネスパーソンも十分習熟していないようである。日本経済新聞のビジネ
ス欄にも，こうした技能について解説がなされている（日本経済新聞，２００９；
２０１０；２０１５a；２０１５b）。

２１）一流ホテルのコンシェルジュという職業自体を知らない者もいるので，休日に外
資系ホテルへ引率し見学した年度もあった。
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なトレーニングが不足していることが否めない。

本講座では，毎回最初に行うアイスブレイクでこの４つの対人技能と俊敏

性向上の要素を盛り込み，繰り返し行なっている。またグループディスカッ

ションのワークでも，フットワークを意識することにより，短期間で本来の

身体の活動性を取り戻すことが可能である。

以上のように，これらの要素は，互いにかかわりあっており，良循環がで

きれば，相乗作用が期待できる。ゼミの補習では春学期はこれらの要素を徹

底的にトレーニングし，夏のインターンシップでの実践経験を経ると，秋学

期になるころには次第に自律的に考え，能動的に行動する学生に育つ。それ

に比べると本講座は時間的に制約があるので，毎回のワークでトレーニング

したことをアルバイトなどの「外部性」（授業以外での経験：後述）を活用

し実践することを強く推奨している。こうしたフィジカル要素を鍛えること

によって真面目に取り組んだ受講者は，少なくとも外見的には，それまでに

比べてエネルギーが高くバイタリティにあふれているように見えるのであ

る。

（５）小括：本講座の能力構造

以上のさまざまな要素は，図３のような構造に集約できる。基礎には「体

質強化」部分としての３つの要素がある。この３つを強化することで足場と

しての「土台」が固まる。この体質強化の部分は，個人が努力と工夫次第で

高いレベルに到達できる部分である。３つの要素は独立しているわけではな

く，それぞれが相乗作用しレベルが上がるほど全体の完成度は高まると考え

られる。この能力の向上は座学である本講座の主たる部分である。

一方，体質強化を基盤とした上部の「変化対応」部分は，自他への理解と

リスク意識の２つで構成されている。これらの要素は，現実の状況に即し

て，自己だけではなく，他者やその時々の時代背景や置かれた環境などに左

右される，不確実性が高い変化対応のフェーズである。これらは，体質の構

築をベースに，面接などの実践経験を積み重ねることで醸成されていく。
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図３．本稿で議論する就活に必要な能力の構造

変化に対応するには自分の変化，外部環境の変化の両方を理解し続ける必

要がある。変化は状況により，機会にも脅威にもなる。体質強化のように実

行すれば比較的達成が約束されるものではなく，必ずしも結果に結びつくか

は確かではないのである。しかし，少なくとも，失敗の確率を下げることは

できると考えられる。就活では，自分に合わない面接者に遭遇する，面接で

想定外の質問をされる，また大きくは時代背景（リーマンショック後と

２０１８年時点を比較するだけで時代の外乱の意味はお判りいただけよう）の

状況など不可避の不確実性もあるが，自分の変化対応の能力を磨くことに

よって善処できることも多く存在する。可能な限り不確実性を排除しようと

する行為こそが，失敗確率を下げ，状況打開に近づくと考えるのである。

４．本講座の運営面からの取り組み
実際に本講座を運営する上では，内容面以外にもいくつかの留意点があ

る。以下，主なものを説明する。
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（１）チュータの起用

本講座やゼミの補習では，すでに就活を終えた上級生（４年次生）を

チュータとして起用し，自身の経験を語らせることや授業内外での個別指導

を担当させている。授業内で都度，１年前は受講者と同じように不安で，か

つ何も知らなかったこと，１年前には同じように先輩から鼓舞されたこと，

苦しいながらも就活を乗り越えて達成感を得たことなどを話してもらうので

ある。たった１年差とは思えないほど自信に満ちた内容に圧倒される一方

で，「先輩も同じだったのだ」，「こういう会社にも行けるのか」，とか「私も

このように成長したい，成長できるのだ」と感じる受講者も多い（前平，

２０１８）。

また，本講座では，先に述べたように都度チュータに手本を示させて，受

講者が具体的なイメージを喚起しやすいようにしている。GDや面接は，担

当者が口で説明しても伝わりにくい。チュータ役の上級生が演じることでリ

アルな理解ができるし，また自分たちも１年後にはこのレベルに到達できる

かもしれない，という希望にもつながる。また，授業が進むなかで，チュー

タ役の上級生の行動を観察し，話を聴き，アルバイトでの姿勢ややり方，

GDや面接での対応の仕方を模倣しようという受講者が出てくるのが毎年の

光景である。上級生は，授業理解のための補助の役割のほかに，さらに突っ

込んだ模倣の対象として上記の能力を獲得しようとする行動の誘因となるの

である。

さらに，本講座では希望者に，授業外でチュータ学生との面談の機会も用

意している。面接の練習から，疑問や悩みの相談，自己分析を手伝うなど受

講者それぞれの立場で活用しているようである。特に，教員には言えないこ

と，言いにくいことでも年齢が近い先輩なら忌憚なく相談できるメリットも

大きい。チュータには学生の面談ごとに概要を報告させて，対応のフィード

バックと指導方法の改善を行っている。チュータにとっても，指導の難し

さ，心構えを実感し，１年前とは異なる立場から同じ問題を考える契機とな

り教育的意義は大きいと考えている。
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（２）受講者への配慮

講座を円滑に運営するためには，学生の特性への配慮も欠かせない。ま

ず，学生が消極的であることを前提にすること，扱う内容を分類し十分に理

解させること，最後に反復トレーニングを意図して，先にも触れた授業以外

の外部性を活用することである。

まず，講座は，受講者は心理的には就活に消極的であることを前提として

いる。学生は，今まで学業その他で継続的に努力してこなかった（できな

かった）者が多い。就活に対しても，時期的に周囲からの圧力がかかり「や

らなくては」という義務感を持つものの，心理的には「できれば避けたい，

楽をしたい，逃げたい」という心理が働く。自己肯定感に乏しい学生も多

い。そのために，担当教員は学生の自主的・積極的な活動を前提にできない

ため，工夫が必要になる。例えば，宿題をやってこない，課題に熱心ではな

いことを叱ることは，意欲を削ぐだけで結果的に成長につながらない。また

単なる知識や社会常識を教え込むだけでは，「またお勉強か」（といつもの授

業のように後でレジュメを見れば済むと考えてしまう：結局見ない）」と

思ってしまう。そのために，できたことを褒めること，毎回，効果を実感で

きるよう短期的な成果がでるようスモールステップの原理に沿って設計する

こと，可能な限り見本や手本を提示すること，言葉ではなく体験させること

により効果を実感させる必要があるのである。最初は，復習無用の体制で進

め，自発的に取り組む姿勢を醸成していくことが継続的に取り組むためには

重要と考えている。

次に内容や教材を「不確実性」に沿って分類し，それを受講者にしっかり

認識させる必要性である。先に述べた何をトレーニングし体得させるのか，

という要素を考えた時，自助努力であるレベルまで獲得できるものと，不確

実性が高く成果が外乱に左右されるものがある。笑顔・うなづき・発声・礼

儀・フットワークなど「体質」の強化は自助努力でレベルを上げ，誰から見

ても十分なレベルに到達することが比較的容易である。

一方，面接対応などは，受ける企業・面接者・質問内容等，その時々のタ
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イミングや偶発的要素で，例え自分に実力があっても，その時々の相手のレ

ベル・意識・関心が異なるため，場合によっては評価されない場合もある。

この時，学生にある程度の自信や基軸があれば，「たまたま悪い状況にあ

たった」「できなかったのはこの点が足りないので補おう」と前向きに対応

もできるが，一方で実力や自信がなく，また活動を始めたばかりで経験が浅

い学生の場合，混乱するばかりで何が問題かを把握できない。混乱し疑心暗

鬼に陥ってしまい，折角の自分の良い面を否定し逆効果になることもある。

達成すべき要素を，自助努力で到達可能なものと，外乱を含むため結果が不

確実性を持つことを織り込んだ上で，それを学生に認識させる必要があるの

である。具体的には，面接やGDなど不確実性の高いものは，それぞれ構造

化し，要素ごとにレベル分けを行い，比較的対処できるものとそうではない

ものを仕分けして提示し，全員対象のワークのほか，必要に応じてチュータ

による個別の練習を実施している。

最後に，授業以外のトレーニングの機会（外部性）の活用である。本講座

で学んだことを授業だけに止めず，生活の中，部活動・サークル・アルバイ

トなどで実践し能力・スキルを磨くことで，より多くの経験値が蓄積する。

たとえばアルバイトで，体質強化の４つの技能を実践すると，反復トレーニ

ングになる一方，職場での上司・同僚・後輩など周囲からの信頼が篤くな

り，自信とやる気につながり好循環が生まれる２２）。社会で活躍できるレベル

を目指しているのであるから，当然ながら，外部での実践によってスキルの

定着のみならず気づきを得，新たな自分を知り自信につながる場合が多い。

そうしたトレーニングが，授業時間内だけが学びの場というところから，い

つでもどこでも気づき，学ぶという姿勢や意識の転換につながり，この講座

だけで終わらせない外部性を担保することになるのである。

２２）関口（２０１２）は，中核的自己評価の高い学生ほどスキル多様性の高いアルバイト
を志向することや，アルバイト先でのコミットメントが高い大学生ほど，就職活
動にむけて高い目標を設定していることを発見し，そして間接的に就職活動の目
標設定に影響を与えていることを論じている。また川田（２０１５；２０１７）はアルバ
イトなどの学外活動への取組が進路選択自己効力を高めることを見出している。
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（３）少人数ゼミと大人数講義との差異

ゼミの補習と本講座の内容・教材はほぼ変わらない。しかし，授業として

提示する知識やスキルは同じであるが，以下の事情により効果に差が出る。

ここでは信頼関係の構築と，危機感の薄さ，及び時間的制約について説明す

る。

（ i ）信頼関係

担当者との信頼関係があるかどうかは，学生の成長や結果に直結する。ゼ

ミや本講座の内容は，今まで言われたことのないこと，経験したことがない

ことが多く，学生にとっては「本当に効果があるのか？」との疑問が湧くよ

うである。できる限り手本を示し，実例を挙げること，そして即効果が見え

るようには設計しているものの，課題の中には精神的に苦痛を感じるもの

や，できるまでに時間がかかるものがおり，それでなくても逃げ腰の学生を

引き留めるためには担当者との信頼関係が決定的に影響するのである。

その点，ゼミは自ら志願した少人数であり，３年次春学期から補習を含め

ると週２回担当者と接すること，課外での面談や合宿，４年次生との交流な

どがあり，信頼が醸成されやすく４年次生を含むコミュニティが形成され

る。ゼミ生は心理的に逃げにくく，ロイヤルティは高くなるのである。

一方本講座では，ゼミほどしっかりとした信頼関係を築くのが難しく，授

業内でゼロから信頼関係を築かねばならない。受講者の持つバックグラウン

ドや意欲などによっても異なるが，担当者の話を信用してもらうまでには，

どうしても時間がかかる。また，飽くまで一般的な授業なので学生としては

出席や遅刻などが甘くなり，課題に対する真剣度もゼミに比べれば低くなる

傾向にある。人数も６０名以上で，できる限り双方向の授業を展開している

が，ゼミほど密度の高いものにするには限界がある。回を重ねるごとに，ロ

イヤルティが右肩あがりの集団と，行う内容によって熱心さが変わる集団，

そして熱意が一向にあがらない集団に分かれるようである。これは年度に

よって異なるし，景気等によっても左右されるが，この比率が担当者への信
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頼関係の実態を物語っているのかもしれない。

（ ii ）危機感

３年次秋時点での，受講者の就活に対する意識・危機感は，ゼミ生に比べ

て低い。（本学の特徴であるが）３年次の秋時点でも周囲で就活を本格化さ

せている学生が少ない，（２０１９年時点で）ここ数年，企業の採用熱は高く売

り手市場であることから楽観的であること，客観的に自分のレベルを推し量

る機会が少ないこと，東京地区や上位大学の（すでに夏のインターンシップ

が主戦場になりつつある）実情が入らないこと，などの理由がある。本学の

平均的学生のレベルから考えると，４年次の早期に就活である程度の結果を

得ようとするなら，意欲があることを前提に少なくとも半年以上の準備期間

が必要と推量しているが，受講者は就活の基礎的情報すらもっていない者も

多い。危機感が薄い場合は強めにアピールする場合もあるし，過度に就活に

恐れを抱いている傾向があればその対応も必要になる。性格は基本的にコン

トロールできないが，初回のアンケートなどでボリュームゾーンと傾向を推

し量り，授業内での対応を調整することになる。

（iii）時間的制約

ゼミに比べて，半期１５回の本講座では繰り返しのトレーニングに十分に

時間がとれない。特に，今まで意識面・身体面でのトレーニングを行ってこ

なかった学生は，繰り返しのトレーニングで具体的要素を（言葉は悪いが）

「体に叩き込む」必要がある。毎回の授業の真剣度が下がるとこれが決定的

に不十分になるため，何度も授業中に注意喚起することになる。また，たと

えば，筆記試験対策は，対処の姿勢や勉強の仕方を示すにとどめ，実際の解

法指導や授業中の演習は行わず受講者の自主的活動に委ねることになる。替

わりに，自己直視のワークなど，その場で明確に成長を実感できるような事

項に絞り担当者の指示への信頼性を高めること，後半では前半の信頼性を基

に，環境認識に沿った不確実性の高い課題に取り組ませることである。その
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際に後でも述べる「自主性」の涵養と前述の「外部性」の利用を図ることに

なる。

５．考 察
以上，就活支援講座の考え方，向上させるべき能力要素とその構造，実施

における留意点などを説明し，その基になるゼミの内容などにも言及してき

た。ここでは，支援構造の意味，体質部分の能力獲得を誘起する中間段階で

の課題表現の重要性とその設定方法，および本講座の範囲と限界について議

論する。

（１）レジリエンス・アプローチからの視点

就活では，努力が必ずしも結果に結びつくわけではない。大学の３年次に

なるまで人生でさほど大きな困難を経験してこなかった学生にとって，就活

は苦難と忍耐という（学生にとっては）理不尽を強いられる行為のようであ

る。一般学生には心が折れて活動を休止する者もいれば，ネガティブな噂を

聞いて最初から敬遠する者もいる。就活の準備を行い，実際に選考に臨んで

結果を出すためには，様々な苦難に耐え困難を乗り越えて「しぶとく」対応

していくことが求められる。その意味で，就活は学生に一種の「レジリエン

ス」を問うているのかもしれない。

レジリエンスとは，弾力性・復元性・回復力の優れた状態をあらわす概念

である（北村，２０１４，２０１７；中島，２０１５，２０１７）。簡単に言えば，「竹のよう

にしなやかで，ポキッと折れない性質」（中島，２０１６）を備えているという

ことである。レジリエンスは，ものやシステムのような構造物から，医療や

原子力発電所のような行為や複雑なプロセスにおいて安全を確保する際の考

え方，広くは心の回復力を表現する場合にも用いられるなど広く研究が進ん

でいる。レジリエンスを維持する，すなわち柔軟性を持つためには，その対

象の構造や基盤が確固として構築されていることが前提である。竹のしなや

かさは繊維構造にあるし，複雑なプロセスもその基礎的なところで確固とし
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た構造，土台が構築されていることが前提なのである。

さて，レジリエンスの興味深い概念のひとつに，「Work-As-Imagined」

（WAI）と「Work-As-Done」（WAD）があり，これが本稿の議論に示唆を

与えるように思われる。WAIとは「頭の中で考える仕事のやり方」（自分が

やっていると思い込んでいること）であり，WADとは「実際の仕事のやり

方」（実際にやった結果）である（中島，２０１５；Wears，２０１５）。たとえば，

自分がやろうと考え，実行できていると納得している行為であっても，実際

に行われた作業を第三者の目から客観的に見ると，必ずしもその通りには行

われていない場合がある。特に手術などを行う医療現場では，仕事がうまく

行われるためにはWAIとWADが近いことが重要であり，これが大きくかけ

はなれていると重大な問題が生じうる（Hollnagel，２０１２）のである。WAI

とWADの乖離が常態化すると「時として事故につながる」（中島，２０１５）

ということは，サッカーのトレーニングメソッドでも同様に言えるという。

村松（２０１６）は，

「スポーツの練習をするより前に，やっておくべきことがあるんです。

それは，『自分の体を動かす技術』を挙げること。頭でやっているこ

とと実際にやっていることは，ズレてしまう可能性があります」

「ズレている状態のままスポーツを習得するのと，しっかりとした基準

を覚えて，それから練習をするのとではまったく違う。だから，自分

の体を思ったように動かすトレーニングをすることが一番大事」

という十種競技の元日本チャンピオンの言葉を紹介している。

変化対応のところで述べたように，成長する学生は自己の行動を内省する

傾向がある。等身大の自分を認識することであるが，これはレジリエンス・

アプローチの視点からはWAI／WADの一致を意識すること，行動とその認

識の乖離を抑える方向で修正を加えることと同じと言える。自己を振り返る

ことが学生の成長にとって有効であるが，単に自問自答せよ，内省せよなど
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と抽象的な表現で指導しても十分伝わらず，実効性が乏しい。しかし，たと

えば「考えている通りに動けているか自分を観察せよ」などとWAI／WAD

を一致させるよう意識させることは，客観的に自分の行為を見つめ軌道修正

することに結びつく具体的でかつ効果的な方法であると考えられる。この点

は後でも考察する。

（２）「支援構造」の意味

就活支援において体質を強化し，それを基盤に変化対応できることは，自

己と環境を適切に認識しながら，自分をコントロールし変化に対応できるこ

とにほかならない。これは，「想像力」「協調性」「主体性」「課題発見力」

「実行力」などの「社会人基礎力」（経済産業省，２００６）に直結する要素であ

る。社会人基礎力の各要素をひとつひとつ積み上げていくこともひとつのや

り方ではあるが，意識と視野，模倣力と言語化，そしてフィジカルを高め，

自他への理解とリスク意識を持つことが社会人基礎力の向上への近道になる

と考えられる。

また先のレジリエンス・アプローチから考えると就活支援構造の体質強化

部分は土台としての足場（foothold）であり，これが変化対応の前提である

と見做すことができよう。振り返って考えれば，体質強化部分は自助努力で

ある程度完成できる土台と考えれば，変化対応部分は外部環境に依存し不確

実性が高い，一種の仮設足場（scaffold）と言えよう。従って順序としては，

体質強化→変化対応で向上させていくのが妥当であろう。その意味で，成長

しようと努力する場合，この順序を踏まえておくことが効率の良い上達法に

なる。

そう考えれば，こうした構造が，他の別の分野での成長や成功のプロセス

にある程度の「型」（共通のモチーフ）として存在すると予想することがで

きる２３）。予備的な調査から，他の分野での成長過程でも同様の要素が構造的

に関与している例も見受けられる。その意味で，こうした要素と構造として

２３）もちろん，異なる分野では，構成される要素の質や数が異なることは容易に想像
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の型は人間の成長を下支えする必要不可欠で，かつ普遍的なものに関係して

いる可能性がある。人間が能力やスキルを習得し成長するためには，図３に

示した構造を意識し，その目的でトレーニングすることが有効と言えるのか

もしれない。この点については他の分野での事例を調査・分析した上で，稿

を改めて議論したいと考えている。

（３）「課題を中間表現する」意味とその方法

（ i ）行動を誘起する中間表現の設定

ものごとを行う上では，着手の前に何を・いつ・どのようにやるのか，

「アジェンダ・セッティング」（agenda-setting）しておくことが重要である。

これはマスコミ研究の「メディアの議題設定機能」からの示唆である。マス

メディアの報道によって言及される量や頻度によって世論やテーマの重要性

が決定され，また，引いては世論や政治家の注目する議題（アジェンダ）を

設定（セッティング）するという，影響力を持つ機能があるという考えがあ

る（立石，１９９６；竹下，１９９８）。同じように，やみくもに行動に着手する前

に，対策を詳細に検討した上で課題を設定することは成功への第一歩かもし

れない。

さて本稿で対象にしている就活では，「内定獲得」や「社会で活躍できる

レベルになる」という目標は学生にとっては抽象的過ぎて行動を誘起する具

体的なアクションにつながらない。かといって，面接対策とか履歴書作成な

どの具体的なタスクは複雑度が高く，到達のためには複数の能力を同時に働

かせるための忍耐力を必要とする。飽きやすく忍耐力に欠ける（大部分の）

学生にはそのままでは苦行でしかない。

それでは体質強化のために，学生はどのような課題設定をおこなうべきな

のであろうか。これまでのゼミや本講座の学生で，順調に成長した学生を観

察していると，共通点があることに気づく。抽象的な目標や具体的なタスク

できるし，さらに型が重層化することも考えられる。またこうした型は常態では
なく，一時的な遷移状態としての存在であるかもしれない。
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を盲目的に追求するのではなく，それらに直結しながら，取り組みやすく継

続できる課題をうまく設定して実行しているのである。

ひとつは「ロールモデルを徹底的に模倣する」という目標である。一つ学

年が上で，自分が目標とするいわゆる「デキル先輩」に相談し話を聴き，し

ぐさや話し方，考え方を真似ようとする学生は，体質強化が速いように思わ

れる。目標とする４年次の先輩は成長し先に挙げた能力を（多少の程度の差

はあっても）身に着けており２４），当然ながら早期に就活を満足裡に終えてい

る。その先輩を目標に，見習い，模倣することで到達目標を設定し，自分の

足りない部分を見極め改善する，という具体的な行動につながるのである。

次に，先に述べた「WAI／WADの一致」という目標が挙げられる。実戦

経験を積む過程で，最初に作ったESや面接で話す自分の価値観・人生観・

社会観を，面接者の反応や手応えに照らし合わせて内省し更新するのであ

る。学生は体質が構築されればそれを応用しながら実践的な経験-面接での

質問に答え，後でそれを振り返る-のなかで自分を振り返り観察すことで，

実際の自分と思っている自分の差異を感じ，さらに自分の内面を深堀しなが

ら成長する。レジリエンス・アプローチでいうWAI／WADによる内省を繰

り返し，一致を目指すのである。また自分の価値観・人生観のみならず，自

分を通した他者への関心，社会観・仕事観なども成長するのである。また自

分が思う自分（WAI）と外から見た自分（WAD）の差を直視し内省するこ

とは，視力を高め変化対応能力の向上に寄与する具体的なアクションにもつ

ながると考えられる。

最後に「言語化」という目標がある。面接での質問に的確に答えるために

は自分の価値観もしくは過去の経験を理解しておくだけではなく，それを言

語化し口に出して表現できるようにしておく必要がある。そのためには，日

２４）本講座や筆者のゼミでは，一定水準に達した上級生を起用している。景気が良い
とレベルが低い学生でも簡単に内定を得られるが，そうした学生はロールモデル
になりにくい。ただことさらその点を強調しなくても，３年次生は上級生をよく
観察しており，相談相手や模倣対象として自然と一定水準の上級生を選ぶようで
ある。
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常から，自分の価値観や経験を可能な限り端的に言い表す習慣をつけること

が効果的である。たとえば面接で話が長い学生は，例外なく伝えたいことを

自分自身が的確に把握していない。逆に成長した学生ほど，「伝えたいキー

フレーズ（例：逃げない）」「その理由（例：高校時代に手を抜いて後悔。二

度と味わいたくない）」「それを例証する学生時代の具体的体験（例：アルバ

イトでは嫌な仕事ほど率先して引き受ける）」など伝えたいことを短く的確

にまとめて構造化する傾向にある。このような言語化習慣がついていれば，

自分をとりまく環境やその変化を的確にとらえて認識し，変化を客観的に把

握することにつながり，思考のフットワークも鍛えられる。

これら３つの課題は，実行した結果をすぐに反省でき，改善を促す点で効

果的である。また，やるべきトレーニングが具体的に明確化するので，

「やってみようか」「これならやれそうだ」と行動を誘起する効果もある。着

手しやすく継続しやすいので，飽きやすく忍耐力のない（大部分の）学生で

もモチベーションが維持できる。これらは抽象的な社会人力とも直結してお

り，複雑なタスクをシンプルな形で包括しているため適度に具体的である。

これらの３つの目標のレベルを向上させていくことは，両方の達成につなが

るのである。

以上のことから，体質強化のためには，この３つの要素を課題設定

（agenda-setting）として中間的に表現し，設定するのが妥当であるように思

われる。上記の３要素を中間段階として設定することで，そして実行するこ

とによって，具体的な課題もクリアし，かつ抽象的な社会人力の向上にも寄

与し，早期にレベルアップできると考えることができる。そして目標達成へ

と効果的・効率的に導くことができるのである。もちろん，就活というより

実践的な取り組みのなかでは，この３つの課題以外にも，異なる効果的な課

題設定も可能かもしれない。少なくとも，中間段階で課題設定することに

よって，モチベーションを維持し行動を誘起し，目標達成へと効果的・効率

的に導く経路がある，というのが本稿の主張である。そう考えると，３要素

は次の図４のような位置づけになる。
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図４．就活での学生の行動を誘起する「中間段階の課題表現」

（ ii ）中間表現の類似概念

本稿では，課題を中間表現することを「抽象的かつシンプルなものと，具

体的かつ複雑な現実に直面するものの中間段階で適切に課題を表現すること

が，行為者のモチベーションを喚起し，具体的な行動，ひいては意図した目

標の成就につながるもの」と定義する。ここでは，既存文献に見られる類似

の概念との比較を行っておきたい。

この課題の中間表現は，マートンの「中範囲の理論」（theories of the

middle range；middle range theories）に近い考え方のように見えるかもし

れない。これは，

「日々の調査の間にうんと出てくる，ちょっとした，しかし必要な作業

仮設と，社会行動，社会組織，社会変動などについて観察されたすべ

ての斉一性を証明しようとする統一理論を展開するための，一切を包

括した体系の努力との中間にある理論」（高坂，２０１１；中野，１９８６）

「中範囲の理論の例としてマートンは，準拠集団，相対的剥奪，社会移
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動，役割葛藤などの限られた範囲の現象についての特殊理論を挙げて

いる」（高坂，２０１１）。

という理論である。

本稿で論じている課題の中間表現は，対象が修得すべき能力・スキル要素

であり，かつそれが人間のモチベーションややる気など行動を誘起するとい

う点において，マートンの中範囲の理論と（形の上では似ているものの）大

きく異なっている。

その意味ではむしろ，片上や斎藤が言及している「中間項」のほうが近い

かもしれない。片上（１９８５）は，デューイの業績を引きながら社会科授業で

の思考の往復運動が重要であるとし，「筆者（片上）のいう社会科における

「中間項の理論」とは，中間地点からのアプローチに立つ社会科授業論のこ

とで，社会科本質論と社会科技術論と区別する意味で，そう名付けている」

という。しかし残念なことに，片上（１９８５）は「中間項の理論」についてこ

れ以上の定義や説明を行っていない２５）。また斎藤（２００１a，２００１b）は，子ど

もが養うべき力のうち，生きる力など抽象的なものと，計算力，漢字力，走

力などの具体的なものの中間に，コメント力，段取り力，まねる盗む力の

「中間項」を設定することが「実践的かつ本質的な力の設定には欠かせない」

としている。本稿でも，課題の中間表現に模倣力を採用しており，また段取

り力を養成するワークを実際に行っていることが共通している。しかし斎藤

（２００１a）では，３つの力の説明とそれを養成するための具体的な教材やワー

ク，及び自身の「斎藤メソッド」の解説が主眼であり中間項は冒頭に紹介さ

２５）片上の著書は副題に「中間項の理論」とあるが，著作の主体はデューイの論に立
脚する「思考のワンウエイ論」（一元論的認識論）や知識論であり，それに基づ
く授業構成や授業の実際など実践について割かれている。片上の著書を評した教
育学の専門家の二人も，中間項の理論については詳しく書かれていないこと，あ
るいはわかりにくいと疑義を呈している。谷川（１９８６）は「「中間項」の意味で
あるが，これが単に本質論と技術論の「中間」であるという程度ならば，やや
オーバーではないか」と疑義を呈し，「もう少し知識論などの具体的な理論で
「中間項」を論じていただきたかった」と述べている。また伊藤（１９８６）も「こ
の理論は著作を読み返しても難解でわかりにくい」としている。
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れるにとどまっている。また斎藤（２００１b）でも，主体はさまざまな分野で

の技化の議論であり，中間項はプロローグで言及されるのみで，その位置づ

け，機能，設定方法などについて十分な議論はされていない。

（iii）中間段階での課題表現をどのように設定するか

目標を達成するために，中間段階で課題を表現する重要性を議論している

が，それではどのように課題設定すれば適切なのであろうか。これは就活支

援に限らず分野によって特徴があり事情により設定方法が異なる可能性があ

ること，および達成すべき目標の難度とそれに立ち向かう行為者のレベルに

よっても変化すると予想される。分野ごとに多様であることが予想され，一

般的にどのように設定するかは今後の課題である。

本稿で得た知見から言えることは，行為者が中間段階の課題を見出すため

には，取り組むべき課題を自覚的に探索し，自分にとっての意味や取り組み

方を見出す必要があるということである。目標をひたすら追求するだけでな

く，本稿で示したような目標達成を下支えする能力構造を分析し，要素や取

り組む自分の能力やレベルを直視し，戦略的に取り進め方を考えることが必

要，ということである。これらの要素は図３の変化対応部分の一部であり，

この点で中間段階での課題表現は本稿で見出した能力構造に深く関係してい

ると思われる。

具体的には，現時点でできる課題や，行動可能なことの中から，仮にそれ

が達成されれば，最終的な目標が射程に入るとか，別の新しい展開の可能性

が開けるかどうかを，着手前に入念に思考実験することが重要になると考え

られる。時間を含め，できることやれることは限られている。しかも人間は

簡単にできそうなこと，身近で取り組みやすいことに飛びつく習性がある

（寺沢ほか，２００７）。やり易いことに飛びつくのではなく，事前にゴールに結

びつくのか，新たな価値に結びつくのかを入念に思考実験することが成功確

率を上げることにつながると考えられる。一般的な就活において上記の３つ

は先に述べたように，どれも容易に着手できるものであるが，かつ達成する
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ことによって社会人力が向上し具体的な要素や能力が向上するという意味で

学生にとっては効果的な攻略ポイントになっているのである。

また，視点を変えると，達成目標（本稿の場合は内定を得ること）だけに

執着していると，適切な実行課題が把握し難い。言い換えればやみくもに目

標を追求し続けることでは見えてこず，一旦距離をおいて遠目から目標の背

景や達成する意味，いわば「メタ認識」を俯瞰することによって実行課題が

見えてくる，ということである。背景も含めた自分の行動の全体像を意識

し，大きな意味での流れやストーリを理解するところから，行為を誘起

（afford）する中間段階での課題設定が浮かび上がってくるのではないかと

いうことである。

以上，ここでは中間段階で課題設定することの意義と機能，そして他の要

素との構造的関係などについて議論した。実際，予備的な調査の段階である

が，研修医の熟達，生命科学研究の現場における発見，イノベーション現場

での成功，人工知能研究などで同様の中間段階の課題表現を行っているので

はないかという形跡をいくつか確認しており，本稿で議論した能力構造もか

かわっている可能性がある。これが一般的なものであるとするなら，異なる

専門分野ではあるが熟達・成長・成功のための共通ステップかもしれない。

（４）本講座の範囲と限界

本稿は，教育現場での観察と経験から，飽くまで本学学生に必要な就活支

援の一例を論じたに過ぎない。学生の質が異なる大学では，また別の仕組み

や仕掛けが必要になるであろう。たとえば，いわゆる「研究大学」に所属す

る学生は純粋に学力レベルも高く，忍耐力や継続力も幼少期からの受験勉強

で養われていよう。その過程で外部環境への意識も磨かれているかもしれな

い。ウォーミングアップが済んでいる（経験済みの）学生には，本稿のよう

な支援すべては必要ないかもしれない。逆に，それまでの人生経験から性格

的に負の部分を負っている学生，自尊感情が極端に低い学生には開始前に
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フォローすることが講座の効果を挙げるために必要であろう。

一方，大学によっては，さらに別の体質的要素が必要かもしれない。しか

し，必要な能力の項目やレベルは異なるにせよ，ここで論じた要素と構造の

枠組みや中間段階での課題表現という枠組みはそう大きく変化しないのでは

ないかと推測している。それは，「社会人として活躍するレベル」という出

口部分で必要な要素であり，新社会人として，周囲から信頼され上司・先輩

から「使ってもらえる」能力は等しく誰しもが持つべきものだからである。

今後，どのような大学でどの程度の要素が必要か，どのレベルまで必要かを

比較検証することは，今後の大学論を進める上でひとつの方向性を示唆する

ことになると考えられる。

（５）今後の展開と他の実践分野への適用可能性

今後の展開としては，以下の点が考えられる。まず先述のように，「支援

構造」，および「中間段階の課題表現」については異なる分野での熟達・成

長，ならびに行動を誘起し成功・完成にむすびつくための共通の枠組みにな

る可能性がある。今後，様々な分野で検討を行い，それらが確認できるの

か，共通のモチーフはあるのかを検証する必要がある。逆にその分野独特の

変化形やタイプがあるのであればそれがその分野を特徴づける要素かもしれ

ない。様々な分野がこうした検討・議論によってクリアに分類できれば，そ

れを比較することで人間行動の分野で新たな展開の契機になるかもしれな

い。

次にこの「支援構造」，および「中間段階の課題表現」の２つの相互関係

についても，今後の課題である。たとえば，具体的な学生が成長し，目的を

達成する過程で，この２つがいつどのように関わり合い，寄与しているのか

というダイナミクスは非常に興味深い課題であろう。

本講座の受講者からは，内定獲得以外に「自分に自信がついた」「不安が

なくなり，前向きに行動できるようになった」という声も多く聞かれた。

「自分を知った。自分を好きになった」というものから「自分を否定的しが
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ちだったが，今は積極的な自分に変わることができた」という者が多いので

ある。これはゼミ参加者も同様である（前平，２０１８；森本，２０１８；坂口，

２０１８）。このことは，本講座では本来の進路実現だけでなく，受講者自身の

自尊感情の向上，認知の歪みの修正など，精神的に成長したことを示唆して

いる。何がそうした向上や修正の原因となったのか，どのように向上したの

か，具体的に学生の行動特性がどのように変化したのか，は興味深い課題で

あると思われる。この点については別稿で議論する（辻・藤間，２０１９）。

就活支援の形でなく，キャリア形成や社会人力形成という観点から見る

と，このような講座は，３年次生になる前の段階でも学生の意欲喚起に有用

かもしれないが，その際にはさまざまな点に留意する必要があろう。その検

討を経て，本講座の初年次への適用可能性を探ることは実務的な価値をもつ

と考えられる。また逆に，卒業を前にしても進路が決まらず．心が（レジリ

エンス・アプローチ的に言えば）折れてしまい就活への意欲が減退した学生

にもこのような講座が有効かどうかも興味深い。時間が限られているなか

で，どの要素から優先的に対処し伸ばしていけばよいか，という課題は必然

的に要素の関係性が明確になる。またその際に現時点では明らかになってい

ない別の要素も発見できるかもしれない。

６．おわりに
本稿では，就活支援講座の経緯，設計の考え方を説明し，併せてそこで扱

う要素や能力の構造，学生の行動を誘起する中間段階の課題表現やその意

義・機能などについて議論してきた。本講座は，学生には潜在的に自発性や

能動性２６）があるという前提で設計している。前述した通り，本学の学生の実

像を踏まえると就活という観点からはマイナスからのスタートになる学生も

いるが，このような取り組みにより学生が潜在的に保有していた自発性や能

動性が稼働し，成長が期待できると考えられる。

２６）高部（２０１７）も，アクティブ・ラーニングについての議論のなかで，学生はもと
もと能動性を保有していることに言及している。
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本講座は，ある意味，就活に関する必要十分な技術をまとめたということ

もできる。そして，必要なものが精神論ではなく技術論であるならば，ト

レーニングによって向上は可能である。生まれもった才能や性格を理由に，

或いは漠然とチャレンジを避ける学生が多いが，同じような取り組みで希望

を抱き，中間的な課題を設定することでモチベーションが維持され前向きな

行動が誘起されるのであれば，それは学業を含めた生き方にも好影響を与え

ると思われる。

目標を達成する，あるいは成功するためには，様々な変化に対応するこ

と，言い換えれば不確実性との闘いになる。確実に成功する方法はもちろん

存在しない。しかし，見方をかえれば，成功の秘訣ではなく「成功に至るプ

ロセス」というものがあれば，その不確実性をリスクに置き換えることがで

き，低減することが可能かもしれない。やみくもに目標のみを目指すのでは

なく，目標に至るプロセスを発見し，適切な課題設定することによって結果

に結びつける，いわゆる「できてしまう経緯を設計する」（藤田，２００２）視

点が存在するのである。また，こうしたプロセスは，いかに「間違いにくい

局面をつくっていくか」という考え方に通ずるものがある（高川，２０１８）。

本稿では就活を事例に，そうした成功に至るプロセスの可能性を議論したと

も言い換えることができよう。今後，この可能性を彫琢し，他の分野と比較

することによって一般的な共通点を見いだすことができれば，人間行動の本

質に迫る展開が可能となるかもしれない。
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Concepts and Structure of a Job-Hunting-Support Class
for University Students

TSUJI Youichirou

Effective job-hunting support for university students seems to improve
their initiative activities and progress, except to support to get desired jobs
for students. It’s necessary to design what support program provides and
its timing. Faculty of Economics of St. Andrew’s University has provided
job-hunting support class for third grade students since 2013, and has got
high rating from participants of ever year from viewpoint of class
evaluation, self-sustained growth and hunted job quality. In this paper, I
provide concept and planning of this support class include several essential
factors of growth and their structure.

就職活動支援講座における構想と構造：設計のバイタルポイント ６９
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